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生産科学科１年『農業と環境』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 
  農業生物の育成と環境の保全についての体験的、探求的な学習を通して、農業及び環境に関
する学習について興味・関心を高めるとともに、科学的思考力と課題解決能力を育成し、農業
及び環境に関する基礎的な知識と技術を習得させ、農業の各分野で活用する能力と態度を育て
る。 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業生物の育成と環
境の保全について興
味・関心をもち、課題

の探求に意欲的に取
り組むとともに、その
課題を科学的に捉え
て合理的に解決しよ
うとする実践的な態
度を身に付けている。 

農業生物の育成と環
境の保全など農業と
環境に関する諸課題

の解決を目指して思
考を深め、基礎的な知
識と課題を適切に判
断するとともに、科学
的に捉えて合理的に
解決し表現する創造
的な能力を身に付け
ている。 

農業生産の育成と環
境の保全など農業と
環境に関する基礎的

な技術を身に付け、農
業生物の育成と環境
の保全に関するプロ
ジェクトを合理的に
計画し、その技術を適
切に活用している。 

農業生物の育成と環
境の保全など農業と
環境に関する基礎的

な知識を身に付け、農
業 生 物 の 特 性 と 栽
培・飼育環境や環境保
全・創造の重要性を理
解している。 

 
 
１ 農業学習と学校農業クラブ活動             学習指導要領（４）農業学習と学校農業クラブ活動 

（１）単元の目標 
  ① 農業の学習について興味・関心を高めるとともに、農業学習の特質や実践的、総合的な

学習であることを理解させる。 

  ② 農業におけるプロジェクト学習について興味・関心を高めるとともに、プロジェクト活
動の実践過程について理解させる。 

  ③ 学校農業クラブ活動について興味・関心を高めるとともに、主体的、自律的に学習する
態度を育成する学習活動であることを理解させる。 

  ④ 学校農業クラブ活動に参加することで、興味・関心を高め、意欲的に活動する態度を育
成する。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業学習と学校農業
クラブ活動について
興味・関心をもち、農
業学習の特質、プロジ
ェクト学習及び学校
農業クラブ活動の 

学習の課題について
探究しようとしてい
る。 

農業学習の特質、プロ
ジェクト学習及び学
校農業クラブ活動に
ついて思考を深め、基
礎的な知識を基に合
理的に判断し、適切に
表現している。 

農業クラブ活動に積
極的に参加し、日常の
学習から資料や情報
を収集し、適切に活用
している。 

農業学習と学校農業
クラブ活動に関する
基礎的な知識を身に
付け、農業学習の特
質、プロジェクト学習
及び学校農業クラブ
活動について学習の
特徴を理解している。 

主な評価方法 

・ワークシート 

・授業参加意欲 

・学校農業クラブ行事
参加意欲 

・ワークシート 

・意見発表 

・意見発表 

・鑑定競技 

・実績発表 

※総合実習にて評価 

・ワークシート 

・定期考査 
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２ カボチャ栽培プロジェクト                   学習指導要領（２）農業生産の基礎  

（１）単元の目標 

  ① カボチャの育成について、プロジェクト学習法を用いた体験的、探究的な学習を通して、

生徒の興味・関心を高めるとともに、科学的な見方・考え方と実践力を育成する。 

  ② カボチャの種類と特性、育成環境及び栽培に関する基礎的な知識と技術を習得させる。 

  ③ カボチャの栽培の計画・管理・評価の方法を通して、プロジェクト学習の進め方を習得

させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

カボチャの栽培につ

いて興味・関心をも

ち、播種から収穫まで

の栽培プロジェクト

に主体的に取り組み、

農業生物の育成と栽

培環境について探究

しようとしている。 

カボチャの種類と特

性、栽培環境の要素、

利用及び計画・管理・

評価に関する諸課題

の解決を目指して思

考を深め、基礎的な知

識と技術を基に合理

的に判断し、その過程

や結果を適切に表現

している。 

カボチャの栽培の基

礎的な技術を身に付

け、農業生物の育成に

関するプロジェクト

を合理的に計画し、そ

の技術を適切に活用

している。 

カボチャの栽培の基

礎的な知識を身に付

け、栽培環境と関連付

けて理解している。 

主な評価方法 

・ワークシート 

・授業参加意欲 

 

・ワークシート 

・実習取り組み状況 

・実習取り組み状況 

・実習レポート 

・パフォーマンステスト 

・ワークシート 

・定期考査 

 

 

３ 農業生産と環境保全の基礎     学習指導要領（１）暮らしと農業（２）農業生産の基礎 （３）環境の調査・保全・創造 

（１）単元の目標 

  ① 作物の生理作用に関する基礎的な知識を習得させ、作物の生理・生態的な特性と生育の

規則性について理解させる。 

  ② 播種、定植や収穫などの栽培管理、整地、除草、施肥やかん水などの栽培環境の管理に

関する基礎的な知識と技術を習得させ、体験的に理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業生産の基礎につ

いて興味・関心をも

ち、農業生物の育成と

栽培環境について探

究しようとしている。 

農業生産に関する諸

課題の解決を目指し

て思考を深め、基礎的

な知識と技術を基に

合理的に判断し、その

過程や結果を適切に

表現している。 

農業生産に関する基

礎的な技術を身に付

け、合理的に計画し、

その技術を適切に表

現している。 

農業生産に関する基

礎的な知識を身に付

け、農業生物の育成と

栽培環境を関連付け

て理解している。 

主な評価方法 

・ワークシート 

・授業・実習参加意欲 

 

・ワークシート 

・実習取り組み状況 

・実習取り組み状況 

・実習レポート 

・パフォーマンステスト 

・ワークシート 

・定期考査 
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４ 私たちの暮らしと食料・農業・農村               学習指導要領（１）暮らしと農業 

（１）単元の目標 

  ① 日本の農業と日本が農産物を輸入している主な国の農業について、理解させるとともに、

農業、食料供給に興味と関心を持たせる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業の動向と課題に

ついて興味・関心をも

ち、農業の社会的な役

割と環境・暮らしとの

関わりについて探究

しようとしている。 

農業の動向と課題に

関する諸課題の解決

を目指して思考を深

め、基礎的な知識と技

術を基に合理的に判

断し、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

農業の動向と課題に

関する様々な資料や

情報を収集し、適切に

選択して活用してい

る。 

農業の動向と課題に

関する基礎的な知識

を身に付け、農業の社

会的な役割について

理解している。 

主な評価方法 

・ワークシート ・ワークシート ・ワークシート ・ワークシート 

・定期考査 
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生産科学科１年『総合実習』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  農業の各分野に関する体験的な学習を通して、総合的な知識と技術を習得させ、経営と管理

についての理解を深めさせるとともに、企画力や管理能力などを身に付け、農業の各分野の改

善を図る実践的な能力と態度を育てる。 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業の各分野につい

て興味・関心をもち、

体験的な学習に意欲

的に取り組むととも

に、総合化された知識

と技術を習得しよう

とする実践的な態度

を身に付けている。 

農業の各分野に関す

る諸課題の解決を目

指して思考を深め、基

礎的な知識と課題を

適切に判断するとと

もに、科学的に捉えて

合理的に解決し表現

する創造的な能力を

身に付けている。 

実際の経営や管理に

即した実験・実習を通

して、総合的な知識と

技術を身に付け、農業

の各分野に関する諸

課題に対してその技

術を適切に活用して

いる。 

農業の各分野に関す

る基礎的な知識を身

に付け、各農業分野の

技術が体系化、総合化

された技術であるこ

とを理解し、各場面に

応用する上で、技術の

役割を理解している。 

 

 

１ 学校農業クラブ活動                  学習指導要領（４）農業学習と学校農業クラブ活動 

（１）単元の目標 

  ① 学校農業クラブ活動について興味・関心を高めるとともに、自主的、主体的に学習する

態度を育成する学習活動であることを理解させる。 

  ② 学校農業クラブ活動に参加することで、興味・関心を高め、意欲的に活動する態度を育

成する。 

  ③ 各種発表や農業鑑定競技などの技術競技において、自主的に取り組み、技術の習熟や表

現力の向上を図るとともに、農業の各分野の改善を図る実践的な能力と態度を育成する。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業クラブ活動につ

いて興味・関心をも

ち、農業学習の特質及

び学校農業クラブ活

動の学習の課題につ

いて探究しようとし

ている。 

農業学習の特質及び

学校農業クラブ活動

について思考を深め、

基礎的な知識を基に

合理的に判断し、適切

に表現している。 

農業クラブ活動に積

極的に参加し、日常の

学習から資料や情報

を収集し、適切に活用

している。 

農業学習と学校農業

クラブ活動に関する

基礎的な知識を身に

付け、農業学習の特質

及び学校農業クラブ

活動について学習の

特徴を理解している。 

主な評価方法 

・ワークシート 

 

・意見発表の原稿 

・意見発表の発表 

・意見発表の原稿 

 

・鑑定競技 

・情報処理競技 



5 

 

２ 馬の飼育管理                    学習指導要領（１）農業の各分野に関する総合的な実習 

（１）単元の目標 

  ① 軽種馬の栽培に関する様々な知識と技能を体得させる。 

  ② 共同の精神を育むことにより、他者に対する思いやりや奉仕の心を育てる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

馬の飼育管理に必要

な興味・関心をもち、

軽種馬の育成につい

て探究しようとして

いる。 

馬の飼育管理に関す

る諸課題の解決を目

指して思考を深め軽

種馬の育成に関して

の基礎的・基本的な能

力を養い、適切に判断

している。 

馬の飼育の基礎的な

技術を身に付け、合理

的に計画し、その技術

を適切に活用してい

る。 

馬の飼育に必要な基

礎的な知識を持ち、軽

種馬の育成について

理解している。 

主な評価方法 

・ワークシート 

・実習記録簿 

・実習での服装 

・実習への集合時間 

・ワークシート 

・実習記録簿 

 

・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ ・ワークシート 

・実習記録簿 

・ディベート 

 

 

３ 園芸作物の栽培管理               学習指導要領（１）農業の各分野に関する総合的な実習  

（１）単元の目標 

  ① ニンジンの栽培を通して園芸作物の栽培管理に関する知識と技術を習得させ、プロジェ

クト学習法を用いた体験的、探究的な学習を通して、生徒の興味・関心を高めるとともに、

科学的な見方・考え方と実践力を育成する。 

  ② 園芸作物の特性、育成環境及び栽培に関する基礎的な知識と技術を習得させる。 

  ③ 共同の精神を育むことにより、他者に対する思いやりや奉仕の心を育てる。 

   

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

園芸作物の栽培管理

に必要な興味・関心を

もち、ニンジン栽培に

ついて探究しようと

している。 

園芸作物の栽培管理

に関する諸課題の解

決を目指して思考を

深め、ニンジン栽培に

関しての基礎的・基本

的な能力を養い、適切

に判断している。 

園芸作物の栽培官営

の基礎的な技術を身

に付け、合理的に計画

し、その技術を適切に

活用している。 

園芸作物に必要な基

礎的な知識を持ち、ニ

ンジン栽培について

理解している。 

主な評価方法 

・ワークシート 

・実習記録簿 

・実習での服装 

・ワークシート 

・実習記録簿 

 

・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ ・ワークシート 

・実習記録簿 
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４ 職業資格の取得（農業技術検定３級）           学習指導要 課題研究（４）職業資格の取得 

（１）単元の目標   

  ① 資格取得に向けた学習活動を通して、自己学習能力の伸長と問題解決の能力を身に付け

させる。 

  ② これまでの農業学習の深化、総合化を図り、自発性や創造性を身に付けさせる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

資格取得を目指すこ

とで農業について興

味・関心をもち、農業

学習の特質及び各農

業分野についての課

題について探究しよ

うとしている。 

資格取得を目指すこ

とで学習の深化の一

環として、基礎的な知

識と技術を基に合理

的に判断し、その過程

や結果を適切に表現

している。 

これまでの農業学習

に関する基礎的な技

術を身に付け、合理的

に計画し、その技術を

適切に表現している。 

資格取得を目指すこ

とで農業について基

礎的な知識を身に付

け、これまでの農業学

習について地域農業

を関連付けて理解し

ている。 

主な評価方法 

・ワークシート 

・過去問題の取り組み 

・ワークシート 

・過去問題の取り組み 

・ワークシート 

・資格試験 

・ワークシート 

・資格試験 

 

５ 農業の各分野に関する総合的な実習（時間外実習） 学習指導要領（１）農業の各分野に関する総合的な実習 

（１）単元の目標 

  ① 園芸・馬分野の総合的な実習を通して、作物栽培、家畜飼育に関する知識と技術を習得

させ、技術の役割と各技術の相互関係を理解させるとともに、それらの技術を生産、加工、

利用の各場面で活用する実践的な能力と態度の育成を図る。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業生物の栽培・飼育

について興味・関心を

もち、農業生物の特

性、栽培・飼育環境及

びそれらの管理技術

が相互に関係してい

ることについて探究

しようとしている。 

農業生物の栽培・飼育

に関する諸課題の解

決を目指して思考を

深め、実践的な知識と

技術を基に合理的に

判断し、その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

農業生物の栽培・飼育

に関する実践的な技

術を身に付け、農業生

物の育成に関する技

術を適切に活用して

いる。 

農業生物の栽培・飼育

に関する実践的な知

識を身に付け、農業生

物の特性、栽培。飼育

環境及びそれらの管

理技術が相互に関係

していることを理解

している。 

主な評価方法 

・実習記録簿 ・実習記録簿 ・実習記録簿 ・実習記録簿 
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生産科学科１年『農業情報処理』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解させ,情報に関する知識と技術を習得

させるとともに，農業情報及び環境情報を主体的に活用する能力と態度を育てる｡ 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

社会における情報化

の進展と情報の意義

や 役 割 に つ い て 興

味・関心をもち、課題

の探究に意欲的に取

り組むとともに、その

課題を科学的に捉え

て合理的に解決しよ

うとする実践的な態

度を身に付けている。 

社会における情報化

の進展と情報の意義

や役割に関する諸課

題の解決を目指して

思考を深め、基礎的な

知識と技術を基に、課

題を適切に判断する

とともに、科学的に捉

えて合理的に解決し

表現する能力を身に

付けている。 

社会における情報化

の進展と情報の意義

や役割に関する基礎

的な技術を身に付け、

社会における情報化

の進展と情報の意義

や役割を合理的に計

画し、その技術を適切

に活用している。 

情報の活用、生活と農

業の情報化に関する

基礎的な知識を身に

付け、社会における情

報化の進展と情報の

意義や役割の重要性

を理解している。 

 

１ 文書処理のソフトウェアによる情報の活用              学習指導要領（３）情報技術 

（１）単元の目標 

  ① ハードウェア及び文書処理のソフトウェアの原理、機能、役割、構成、種類について学

習させ、ハードウェアや文書処理のソフトウェアの評価選択ができる能力を育てる。 

  ② 文書処理のソフトウェアを目的に応じて活用する能力を育成する｡ 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

文書処理のソフトウ

ェアによる情報の活

用に興味・関心をも

ち，目的に応じての活

用について探究しよ

うとしている｡ 

文書処理のソフトウ

ェアによる情報を活

用の諸課題の解決を

目指して思考を深め、

基礎的な知識と技術

を基に合理的に判断

し、そのかていやけっ

かを適切に表現して

いる｡ 

文書処理のソフトウ

ェアによる情報を活

用に関する基礎的な

技術を身に付け、その

技術を適切に活用し

ている｡ 

文書処理のソフトウ

ェアによる情報を活

用に関する基礎的な

知識を身に付け、目的

に応じての活用の重

要性などを理解して

いる｡ 

主な評価方法 

・プリント 

 

・プリント 

・定期考査 

・演習問題 

・プリント 

・定期考査 

・演習問題 

・プリント 

・定期考査 
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２ 表計算のソフトウェアによる情報の活用              学習指導要領（３）情報技術 

（１）単元の目標 

  ① ハードウェア及び表計算のソフトウェアの原理、機能、役割、構成、種類について学習

させ、ハードウェアや表計算のソフトウェアの評価選択ができる能力を育てる。 

  ② 表計算のソフトウェアを目的に応じて活用する能力を育成する｡ 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

表計算のソフトウェ

アによる情報の活用

に興味・関心をもち，

目的に応じての活用

について探究しよう

としている｡ 

表計算のソフトウェ

アによる情報を活用

の諸課題の解決を目

指して思考を深め、基

礎的な知識と技術を

基に合理的に判断し、

そのかていやけっか

を適切に表現してい

る｡ 

表計算のソフトウェ

アによる情報を活用

に関する基礎的な技

術を身に付け、その技

術を適切に活用して

いる｡ 

表計算のソフトウェ

アによる情報を活用

に関する基礎的な知

識を身に付け、目的に

応じての活用の重要

性などを理解してい

る｡ 

主な評価方法 

・プリント 

 

・プリント 

・定期考査 

・演習問題 

・プリント 

・定期考査 

・演習問題 

・プリント 

・定期考査 

 

３ 情報通信ネットワークのしくみと利用               学習指導要領（３）情報技術 

（１）単元の目標 

  ① 情報通信ネットワークの種類や仕組みに興味・関心を持たせ、性能や特徴について理解

させる。 

  ② コンピュータや携帯情報端末による情報通信ネットワークを効果的活用して情報を適

切に収集、処理、発信する能力と態度を育成する。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

情報通信ネットワー

クのしくみと利用に

興味・関心をもち，イ

ンターネットによる

情報検索の方法、電子

メールの利用方法な

ど情報通信ネットワ

ークのしくみと利用

について探究しよう

としている｡ 

情報通信ネットワー

クのしくみと利用に

関する諸課題の解決

を目指して思考を深

め、基礎的な知識と技

術を基に合理的に判

断し、その過程や結果

を適切に表現してい

る｡ 

情報通信ネットワー

クのしくみと利用に

関する基礎的な技術

を身に付け、その技術

を適切に活用してい

る｡ 

情報通信ネットワー

クのしくみと利用に

関する基礎的な知識

を身に付け、を身に付

け、情報通信ネットワ

ークのしくみと利用

の重要性などを理解

している。 

主な評価方法 

・プリント 

 

・プリント 

 

・プリント 

 

・プリント 

・定期考査 
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４ 生活と農業の情報化                     学習指導要領（１）産業社規と情報 

（１）単元の目標 

  ① 高度通信社会の構造や特質、情報通信技術の進展が産業や生活に及ぼす影響、情報の意

味と多様性・利便性について具体的な事例を通して理解させる｡ 

  ② 進展する高度通信社会の構成員となるうえで必要な態度を育成する｡ 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

高度情報通信社会と

生活や農業との関係

について興味．関心を

持ち，著作権や情報モ

ラル，安全性の確保と

の関わりについて探

究しようとしている。 

高度情報通信社会の

情報に関する諸課題

の解決を目指して思

考を深め，著作権や情

報モラル，安全性の確

保し、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

著作権の尊重，情報モ

ラル，情報システムの

安全性の確保に関す

る様々な資料や情報

を収集し、適切に選択

して活用している。 

高度情報通信社会に

関する基礎的な知識

を身に付け、情報モラ

ル，情報システムの安

全性の確保との関わ

りについて理解して

いる｡ 

主な評価方法 

・プリント 

 

・プリント 

 

・プリント 

・定期考査 

・プリント 

・定期考査 
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生産科学科１年『生物活用』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  園芸作物や社会動物の活用に必要な知識と技術を習得させ、それらの生物の特性を活用した

活動や療法の特質を理解させるとともに、生活の質の向上を図る能力と態度を育てる。 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

園芸作物や社会動物

の 活 用 に つ い て 興

味・関心をもち、課題

の探求に意欲的に取

り組むとともに、その

課題を科学的に捉え

て合理的に解決しよ

うとする実践的な態

度を身に付けている。 

園芸作物や社会動物

の活用に関する諸課

題の解決を目指して

思考を深め、基礎的な

知識と課題を適切に

判断するとともに、科

学的に捉えて合理的

に解決し表現する創

造的な能力を身に付

けている。 

園芸作物や社会動物

の活用に関する基礎

的な技術を身に付け、

その技術を適切に活

用している。 

園芸作物や社会動物

の活用に関する基礎

的な知識を身に付け

それらの生物の特性

を活用した活動や療

法の特質を理解して

いる。 

 

 

１ 園芸の活用と効果                     学習指導要領（１）生物活用の意義と役割 

（１）単元の目標 

  ① 植物のある環境や栽培、動物との暮らしが人の健康や生活の改善に活用されていること

についての学習を通して、生物の活用に対する興味・関心を高め、園芸作物や社会動物な

ど身近な生物がもつ特性及び園芸や飼育が人にもたらす効用について考えさせる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

園芸の活用と効果に

ついて興味・関心をも

ち、暮らしと園芸・効

果、活用場面について

探究しようとしてい

る。 

暮らしと園芸・効果、

活用場面について思

考を深め、基礎的な知

識を基に合理的に判

断し、適切に表現して

いる。 

暮らしと園芸・効果、

活 用 場 面 に 関 す る

様々な資料や情報を

収集し、適切に選択し

て活用している。 

園芸の活用と効果に

関する基礎的な知識

を身に付け、暮らしと

園芸・効果、活用場面

ついて理解している。 

主な評価方法 

・ノート 

 

・ノート 

・レポート 

・レポート 

・定期考査 

・レポート 

・定期考査 

 

 

 

 



11 

 

２ ハーブの栽培と活用                    学習指導要領（２）園芸作物の栽培と活用 

（１）単元の目標 

  ① ハーブ類の栽培と利用に関する知識を習得させ、精神・身体・社会的効用をもたらし、

生活の質の向上につながることについて理解させる。 

  ② ハーブ類の栽培・利用の計画・管理・評価の方法を通して、プロジェクト学習の進め方

を習得させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ハーブの栽培と活用

について興味・関心を

もち、生活の質の向上

について探究しよう

としている。 

ハーブの栽培と活用

について思考を深め、

基礎的な知識を基に

合理的に判断し、適切

に表現している。 

ハーブの栽培と活用

の基礎的な技術を身

に付け、栽培・活用に

関する技術を適切に

活用している。 

ハーブの栽培と活用

に関する基礎的な知

識を身に付け、生活の

質の向上について理

解している。 

主な評価方法 

・ノート 

 

・ノート 

・レポート 

・定期考査 

・レポート 

・定期考査 

 

・レポート 

・定期考査 

 

 

３ 野菜の栽培と活用                     学習指導要領（２）園芸作物の栽培と活用 

（１）単元の目標 

  ① ダイコンの栽培と利用に関する知識を習得させ、精神・身体・社会的効用をもたらし、

生活の質の向上につながることについて理解させる。 

  ② ダイコンの栽培・利用の計画・管理・評価の方法を通して、プロジェクト学習の進め方

を習得させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ダイコンの栽培と活

用について興味・関心

をもち、生活の質の向

上について探究しよ

うとしている。 

ダイコンの栽培と活

用について思考を深

め、基礎的な知識を基

に合理的に判断し、適

切に表現している。 

ダイコンの栽培と活

用の基礎的な技術を

身に付け、栽培・活用

に関する技術を適切

に活用している。 

ダイコンの栽培と活

用に関する基礎的な

知識を身に付け、生活

の質の向上について

理解している。 

主な評価方法 

・ノート 

 

・ノート 

・レポート 

・定期考査 

・レポート 

・定期考査 

 

・レポート 

・定期考査 
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４ ウマの進化過程とサラブレッドの三大始祖 

（１）単元の目標 

  ① ウマの進化過程について興味・関心を高め、その歴史を理解するとともにウマに関する

歴史を学習し理解させる。 

  ② サラブレッドの三大始祖について学習し、サラブレッドの血統背景を理解させる。 

  ③ 学校で飼育するサラブレッドを活用し、サラブレッドの三大始祖の血統背景を辿り、血

統からウマの性格を分析し、適切な飼育方法を習得させる。 

   

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ウマの進化過程と歴

史に対する興味・関心

をもち、ウマの活用方

法について探求しよ

うとしている。 

ウマの進化過程と歴

史に関する諸課題の

解決を目指して思考

を深め、基礎的な知識

と技術を基に合理的

に判断し、その過程や

結果を適切に表現し

ている。 

サラブレッドの三大

始祖の血統からウマ

の性格分析に関する

様々な資料や情報を

収集し、適切に選択し

て活用している。 

ウマの進化過程とそ

の歴史に関する基礎

的な知識を身に付け、

ウマの歴史を理解し

ている。 

主な評価方法 

・ノート提出 ・ワークシート 

 

・ワークシート ・ワークシート 

・定期考査 

 

 

５ ウマの手入れ方法 

（１）単元の目標 

  ① ウマの手入れ方法について興味・関心を高め、手入れを実践するとともにウマの手入れ

方法を学習し理解させる。 

  ② ウマを手入れする手順と手入れ道具の使用方法を実際に使用させ基礎的な知識と技術

を習得させる。 

  ③ ウマの手入れを通して病気の発見、怪我の予防や保護に努めさせ、適切な治療の知識と

技術を習得させる。 

 

   

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ウマの手入れ方法に

対する興味・関心をも

ち、ウマの手入れ方法

について探求しよう

としている。 

ウマの手入れ方法に

関する諸課題の解決

を目指して思考を深

め、基礎的な知識と技

術を基に合理的に判

断し、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

ウマの病気の発見と

怪我の予防や保護の

基礎的な技術を身に

付け、治療に関する技

術を適切に活用して

いる 

ウマの手入れ手順と

手入れ道具の使用方

法に対して基礎的な

知識を身に付け、ウマ

の手入れ方法を理解

している。 

主な評価方法 

・ノート提出 ・ワークシート 

・手入れ試験 

・ワークシート 

 

・ワークシート 

・定期考査 
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生産科学科２年『総合実習』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  農業に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専門的な知識と技術の深

化、総合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

自ら設定した農業に

関する課題について

興味・関心をもち、課

題の探求に意欲的に

取り組むとともに、そ

の課題を科学的に捉

えて合理的に解決し

ようとする実践的な

態度を身に付けてい

る。 

自ら設定した農業に

関する課題について

諸課題の解決を目指

して思考を深め、基礎

的な知識と課題を適

切に判断するととも

に、科学的に捉えて合

理的に解決し表現す

る創造的な能力を身

に付けている。 

調査・研究・実験、な

どを通して、各科目で

学習した知識と技術

を再確認し、自らの課

題解決に関するプロ

ジェクトを合理的に

計画し、その技術を適

切に活用している。 

調査・研究・実験、な

どを通して、各科目で

学習した知識と技術

を再確認し、自らの課

題解決に活用できる

高度な知識と理解力

を身に付けている。 

 

１ 課題選定                学習指導要領 課題研究（１）調査、研究、実験（５）学校農業クラブ活動 

（１）単元の目標 

  ① 今までの農業学習のまとめ及び卒業生の記録や地域農業の具体的な事例の探索を通し

て、情報を収集、分類し、関心がもてる事象や問題を選択、発見する方法を体得させる。 

  ② 選び出した事象や問題が農業各分野の課題や自らの課題として適切であるかなどの検

討ができる知識及び判断できる力を養う。 

  ③ 設定した課題及びそれを解決した成果の社会的な意義や個人的な意義を理解させると

ともに課題設定能力を育成する。 

  （２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

今までの農業学習や

地域農業について興

味・関心をもち、情報

を収集、分類し、関心

をもち、学習の課題に

ついて探究しようと

している。 

今までの農業学習や

地域農業について思

考を深め、基礎的な知

識を基に合理的に判

断し、適切に表現して

いる。 

選び出した事象や問

題が農業各分野の課

題や自らの課題とし

て適切であるかなど

の検討ができ、日常の

学習から資料や情報

を収集し、適切に活用

している。 

設定した課題及びそ

れを解決した成果の

社会的な意義や個人

的な意義について理

解している。 

主な評価方法 

・プロジェクト記録簿 

 

・プロジェクト記録簿 ・プロジェクト記録簿 

 

・プロジェクト記録簿 
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２ 計画作成                学習指導要領 課題研究（１）調査、研究、実験（５）学校農業クラブ活動 

（１）単元の目標 

  ① 設定した課題の分析と検討並びに課題解決に必要な期間、経費、施設、設備、材料、方

法などの検討及び計画を立てることを通して、課題の解決方法を理解させる。 

  ② 設定した課題の課題解決に向けて方法・手順、調査・実験に関する計画立案に主体的に

取り組み、計画的に計画が立てることを通して、基礎的な知識、技術を身に付けさせる。   

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

計画を立てること及

び課題の解決方法に

ついて興味・関心をも

ち、設定した課題につ

いて探究しようとし

ている。 

設定した課題の解決

を目指して思考を深

め、基礎的な知識と技

術を基に合理的に判

断し、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

課題解決に向けて、方

法・手順、調査・実験

に関する計画立案に

取り組み、基礎的な技

術を身に付け、合理的

に計画し、その技術を

適切に表現している。 

計画を立てること及

び課題の解決方法に

ついて基礎的な知識

を身に付け、設定した

課題について今まで

の農業学習や地域農

業を関連付けて理解

している。 

主な評価方法 

・プロジェクト記録簿 ・プロジェクト記録簿 

・計画発表会の原稿 

・計画発表会の発表 

・計画発表会のプレゼ

ンテーション 

・プロジェクト記録簿 

 

３ 課題解決へ向けた実践（調査・研究・実験）学習指導要領 課題研究（１）調査、研究、実験（５）学校農業クラブ活動 

（１）単元の目標 

  ① 計画に基づいて、科学的、合理的に調査、研究、実験に取り組み、客観性のある記録を

行うことで、科学性、主体性、実行力を育成する。 

  ② プロジェクト活動を通して、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度などの育成を

する。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

計画に基づいた課題

の解決方法について

興味・関心をもち、自

発的、創造的な学習態

度を養い、設定した課

題について探究しよ

うとしている。 

設定した課題の解決

を目指して思考を深

め、基礎的な知識と技

術を基に合理的に判

断し、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

課題解決に関する合

理的な調査、研究、実

験に取り組み、基礎的

な技術を身に付け、客

観性のある記録を行

い、その技術を適切に

表現している。 

課題の解決方法につ

いて基礎的な知識を

身に付け、今までの農

業学習や地域農業を

関連付けて理解して

いる。 

主な評価方法 

・プロジェクト記録簿 ・プロジェクト記録簿 ・プロジェクト記録簿 

 

・プロジェクト記録簿 
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４ 活動のまとめ、発表           学習指導要領 課題研究（１）調査、研究、実験（５）学校農業クラブ活動 

（１）単元の目標 

  ① 学習成果を学校や地域などで発表したり、交流したりすることを通して、言語活動を充

実させ、課題の理解の深化を図り、新たな課題への接続を図るとともに、プレゼンテーシ

ョン能力を育成する。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

設定した取り組みに

ついて興味・関心をも

ち、計画からまとめま

でのプロジェクトの

まとめを主体的に取

り組み、課題解決につ

いて探究しようとし

ている。 

設定した取り組みに

関する取組の内容や

結果について、思考を

深め、基礎的な知識と

技術を基に合理的に

判断し、その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

結果を的確にプレゼ

ンテーションで伝え

ることができる基礎

的な技術を身に付け、

言語活動の充実を図

り、設定した取り組み

に関するプロジェク

トを合理的にまとめ、

その技術を適切に活

用している。 

問題解決能力や自発

的、創造的な学習に関

する基礎的な知識を

身に付け、農業学習の

特質、プロジェクト学

習及び学校農業クラ

ブ活動について学習

の特徴を理解してい

る。 

主な評価方法 

・プロジェクト記録簿 ・プロジェクト記録簿 

・発表原稿 

・実績発表 

・プレゼンテーション 

・発表原稿 

・発表力 

・プロジェクト記録簿 

 

 

５ 課題のまとめ、自己評価         学習指導要領 課題研究（１）調査、研究、実験（５）学校農業クラブ活動 

（１）単元の目標 

  ① 取り組みの内容や結果をまとめ、評価させることを通して、結果の分析やまとめ方及び

記録簿の作成方法などを習得させ、まとめ上げる力や自己評価を行う能力と態度を育成す

る。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

設定した課題につい

て興味・関心をもち、

計画からまとめまで

のプロジェクトを主

体的に取り組み、課題

解決について探究し

ようとしている。 

取り組みの内容や結

果をまとめ、課題解決

を目指して思考を深

め、基礎的な知識と技

術を基に合理的に判

断し、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

取り組みの内容や結

果をまとめ、評価し、

それらを適切に選択

して活用し、的確に記

録簿を作成する力が

身についている。 

取り組んだ内容や結

果をまとめ、設定した

課題に関する基礎的

な知識を身に付け、評

価をすることで、課題

の理解の深化ができ

ている。 

主な評価方法 

・プロジェクト記録簿 ・プロジェクト記録簿 ・実績発表 

 

・プロジェクト記録簿 
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６ 学校農業クラブ活動                  学習指導要領（４）農業学習と学校農業クラブ活動 

（１）単元の目標 

  ① 農業における技術競技について興味・関心を高めるとともに、技術及び経営と管理につ

いて理解させる。 

② 農業における意見発表について興味・関心を高めるとともに、自主的、に発表を行い、

言語活動の充実と表現力の向上を図り、農業の各分野の改善を図る実践的な能力と態度を

育成する。 

③ 農業におけるプロジェクト発表について興味・関心を高めるとともに、自主的に研究、

発表を行い、言語活動の充実と表現力の向上を図り、農業の各分野の改善を図る実践的な

能力と態度を育成する 

  ④ 学校農業クラブ活動について興味・関心を高めるとともに、自主的、主体的に学習する

態度を育成する学習活動であることを理解させる。 

  ⑤ 学校農業クラブ活動に参加することで、興味・関心を高め、意欲的に活動する態度を育

成する。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業クラブ活動につ

いて興味・関心をも

ち、農業学習の特質及

び学校農業クラブ活

動の学習の課題につ

いて探究しようとし

ている。 

農業学習の特質及び

学校農業クラブ活動

について思考を深め、

基礎的な知識を基に

合理的に判断し、適切

に表現している。 

農業クラブ活動に積

極的に参加し、日常の

学習から資料や情報

を収集し、適切に活用

している。 

農業学習と学校農業

クラブ活動に関する

基礎的な知識を身に

付け、農業学習の特質

及び学校農業クラブ

活動について学習の

特徴を理解している。 

主な評価方法 

・ワークシート 

・実習記録簿 

・ワークシート 

・実習記録簿 

・実習記録簿 

 

・ワークシート 

・実習記録簿 

 

 

７ 農業の各分野に関する総合的な実習（時間外実習）  学習指導要領（１）農業の各分野に関する総合的な実習 

（１）単元の目標 

  ① 園芸・馬分野の総合的な実習を通して、作物栽培、家畜飼育に関する知識と技術を習得

させ、技術の役割と各技術の相互関係を理解させるとともに、それらの技術を生産、加工、

利用の各場面で活用する実践的な能力と態度の育成を図る。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業生物の栽培・飼育

について興味・関心を

もち、農業生物の特

性、栽培・飼育環境及

びそれらの管理技術

が相互に関係してい

ることについて探究

しようとしている。 

農業生物の栽培・飼育

に関する諸課題の解

決を目指して思考を

深め、実践的な知識と

技術を基に合理的に

判断し、その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

農業生物の栽培・飼育

に関する実践的な技

術を身に付け、農業生

物の育成に関する技

術を適切に活用して

いる。 

農業生物の栽培・飼育

に関する実践的な知

識を身に付け、農業生

物の特性、栽培。飼育

環境及びそれらの管

理技術が相互に関係

していることを理解

している。 

主な評価方法 

・実習記録簿 ・実習記録簿 ・実習記録簿 ・実習記録簿 
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生産科学科２年『農業情報処理』 単元別評価規準（案） 

 

【科目の目標】 

  社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解させ,情報に関する知識と技術を習得

させるとともに，農業情報及び環境情報を主体的に活用する能力と態度を育てる｡ 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

社会における情報化

の進展と情報の意義

や役割など農業情報

処理について興味・関

心をもち、課題の探究

に意欲的に取り組む

とともに、その課題を

科学的に捉えて合理

的に解決しようとす

る実践的な態度を身

に付けている。 

社会における情報化

の進展と情報の意義

や役割など農業情報

処理に関する諸課題

の解決を目指して思

考を深め、基礎的な知

識と技術を基に、課題

を適切に判断すると

ともに、科学的に捉え

て合理的に解決し表

現する能力を身に付

けている。 

社会における情報化

の進展と情報の意義

や役割など農業情報

処理に関する基礎的

な技術を身に付け、そ

の技術を適切に活用

している。 

社会における情報化

の進展と情報の意義

や役割など農業情報

処理に関する基礎的

な知識を身に付け、社

会における情報化の

進展と情報の意義や

役割の重要性を理解

している。 

 

１ 情報の基礎                   学習指導要領（２）情報モラルとセキュリティ（３）情報技術 

（１）単元の目標 

  ① コンピュータや携帯情報端末による多様な情報の処理とコミュニケーションを利用す

る上で、自由な情報流通の必要性と、個人のプライバシーや著作権など知的財産の保護に

ついて放棄と関連付けて理解させる。 

  ② 社会全体が情報通信ネットワークへの依存度を高めている現状と情報通信ネットワー

クの安全性及び情報の信頼性を確保することの重要性を理解させる。      

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

情報の基礎について

興味・関心をもち、コ

ンピュータのしくみ、

情報モラル、セキュリ

ティについて探究し

ようとしている。 

情報の基礎に関する

諸課題の解決を目指

して思考を深め、基礎

的な動作を基に合理

的に判断し、適切に表

現している。 

情報の基礎に関する

基礎的な技術を身に

付け、その技術を適切

に活用している。 

情報の基礎に関する

基礎的な知識を身に

付け、コンピュータの

しくみ、情報モラル、

セキュリティについ

て理解している｡ 

主な評価方法 

・プリント 

 

・プリント ・プリント 

・定期考査 

・プリント 

・定期考査 
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２ 文書処理のソフトウェアによる情報の活用              学習指導要領（３）情報技術 

（１）単元の目標 

  ① 文書処理のソフトウェアを、基礎を基にした目的に応じて活用する実践的な能力を育成

する｡ 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

文書処理のソフトウ

ェアによる情報の活

用に興味・関心をも

ち，目的に応じての活

用について探究しよ

うとしている｡ 

文書処理のソフトウ

ェアによる情報を活

用の諸課題の解決を

目指して思考を深め、

基礎的な知識と技術

を基に合理的に判断

し、そのかていやけっ

かを適切に表現して

いる｡ 

文書処理のソフトウ

ェアによる情報を活

用に関する基礎的な

技術を身に付け、その

技術を適切に活用し

ている｡ 

文書処理のソフトウ

ェアによる情報を活

用に関する基礎的な

知識を身に付け、目的

に応じての活用の重

要性などを理解して

いる｡ 

主な評価方法 

・プリント 

 

・プリント 

・定期考査 

・演習問題 

・プリント 

・定期考査 

・演習問題 

・プリント 

・定期考査 

 

 

３ 表計算のソフトウェアによる情報の活用              学習指導要領（３）情報技術 

（１）単元の目標 

  ① 表計算のソフトウェアを、基礎を基にした目的に応じて活用する実践的な能力を育成す

る｡ 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

表計算のソフトウェ

アによる情報の活用

に興味・関心をもち，

目的に応じての活用

について探究しよう

としている｡ 

表計算のソフトウェ

アによる情報を活用

の諸課題の解決を目

指して思考を深め、基

礎的な知識と技術を

基に合理的に判断し、

そのかていやけっか

を適切に表現してい

る｡ 

表計算のソフトウェ

アによる情報を活用

に関する基礎的な技

術を身に付け、その技

術を適切に活用して

いる｡ 

表計算のソフトウェ

アによる情報を活用

に関する基礎的な知

識を身に付け、目的に

応じての活用の重要

性などを理解してい

る｡ 

主な評価方法 

・プリント 

 

・プリント 

・定期考査 

・演習問題 

・プリント 

・定期考査 

・演習問題 

・プリント 

・定期考査 
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４ プレゼンテーションのソフトウェアによる情報の活用        学習指導要領（３）情報技術 

（１）単元の目標 

  ① ハードウェア及びプレゼンテーションのソフトウェアの原理、機能、役割、構成、種類

について学習させ、ハードウェアや文プレゼンテーションのソフトウェアの評価選択がで

きる能力を育てる。 

  ② プレゼンテーションのソフトウェアを目的に応じて活用する能力を育成する｡ 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

プレゼンテーション

のソフトウェアによ

る 情 報 の 活 用 に 興

味・関心をもち，目的

に応じての活用につ

いて探究しようとし

ている｡ 

プレゼンテーション

のソフトウェアによ

る情報を活用の諸課

題の解決を目指して

思考を深め、基礎的な

知識と技術を基に合

理的に判断し、そのか

ていやけっかを適切

に表現している｡ 

プレゼンテーション

のソフトウェアによ

る情報を活用に関す

る基礎的な技術を身

に付け、その技術を適

切に活用している｡ 

プレゼンテーション

のソフトウェアによ

る情報を活用に関す

る基礎的な知識を身

に付け、目的に応じて

の活用の重要性など

を理解している｡ 

主な評価方法 

・プリント ・プリント 

・グループ演習 

・プリント 

・グループ演習 

・プリント 

 

 

 

５ 農業学習と情報活用                     学習指導要領（５）農業学習と情報活用 

（１）単元の目標 

① 課題の発見・テーマ設定、解決策作成、結果発表など、学習を進める各段階において情

報通信技術を活用させる。 

②生徒の主体的・体験的活動を重視し、生徒同士での討議や相互評価などの学習を取り入れ、

創造的思考力や科学的判断力、コミュニケーション能力と協働的態度の育成を図る。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業学習と情報活用

について興味・関心を

もち、情報通信技術の

活用について探究し

ようとしている。 

農業学習と情報活用

に関する諸課題の解

決を目指して思考を

深め、基礎的な知識と

技術を基に合理的に

判断し、その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

農業学習と情報活用

に関する基礎的な技

術を身に付け、情報活

用に関するプロジェ

クトを合理的に計画

し、その技術を適切に

活用している。 

農業学習と情報活用

に関する基礎的な知

識を身に付け、情報通

信技術の活用を理解

している。 

主な評価方法 

・ワークシート 

・発言・動作観察 

 

・ワークシート 

・グループ発表 

 （ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ） 

・ワークシート 

・グループ発表 

 （ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ） 

・ワークシート 

・グループ発表 

 （ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ） 
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生産科学科２年『草花』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  草花の生産と経営に必要な知識と技術を習得させ、草花の特性や生産に適した環境を理解さ

せるとともに、品質と生産性の向上及び経営の改善を図る能力と態度を育てる。 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

草花の生産と経営に

ついて興味・関心をも

ち、課題の探求に意欲

的に取り組むととも

に、その課題を科学的

に捉えて合理的に解

決しようとする実践

的な態度を身に付け

ている。 

草花の生産と経営な

ど草花に関する品質

と生産性の向上及び

経営における諸課題

の解決を目指して思

考を深め、基礎的な知

識と課題を適切に判

断するとともに、科学

的に捉えて合理的に

解決し表現する創造

的な能力を身に付け

ている。 

草花に関する品質と

生産性の向上及び経

営に関する基礎的な

技術を身に付け、草花

の特性や生産に適し

た環境に関するプロ

ジェクトを合理的に

計画し、その技術を適

切に活用している。 

草花の特性や生産に

適した環境に関する

基礎的な知識を身に

付け、草花の特性と生

産に適した環境や品

質と生産性の向上及

び経営の改善の重要

性を理解している。 

 

 

１ 草花生産と消費の動向                   学習指導要領（１）草花生産の役割と動向 

（１）単元の目標 

  ① 草花の生産の特性についての学習を通して草花の生産と経営について興味関心を高め

るとともに、我が国で生産している草花の種類や生産形態に関する知識を習得させる。 

  ② 各種の草花が多様な流通経路を経由することを学び、我が国の草花の流通形態と我が国

と諸外国の生産状況と消費動向の両面から、草花生産の役割と特質について理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

草花生産と消費の動

向について興味・関心

をもち、草花生産の可

能性と栽培的、経営的

な課題について探究

しようとしている。 

草花生産と消費の動

向について思考を深

め、草花の生産と経営

について基礎的な知

識を基に合理的に判

断し、適切に表現して

いる。 

草花生産と消費の動

向に関する日常の学

習から資料や情報を

収集し、適切に活用し

ている。 

草花生産と消費の動

向に関する基礎的な

知識を身に付け、草花

の種類や生産形態、草

花生産の役割と特質

について理解してい

る。 

主な評価方法 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

・実技試験 

・授業用プリント 

・定期考査 
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２ 生活と草花の利用                     学習指導要領（１）草花生産の役割と動向 

（１）単元の目標 

  ① 草花の利用形態について学習し、装飾材料や園芸材料など生活環境を創造する植物素材

として供給され、あらゆる生活場面で利用されていることを理解させる。 

  ② 花壇用草花を中心とした、草花生産の栽培管理に関する基礎的な知識と技術の学習を通

して、切り花、鉢もの、花壇用草花の利用について体験的に理解させる。 

  ③ 生産・流通している各種の草花の装飾的特性を理解し、草花の装飾的特性をいかした利

用方法を習得させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

生活と草花の利用に

ついて興味・関心をも

ち、草花の利用形態や

装飾的特性について

探究しようとしてい

る。 

生活と草花の利用に

関する諸課題の解決

を目指して思考を深

め、基礎的な知識と技

術を基に合理的に判

断し、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

生活と草花の利用に

関する基礎的な技術

を身に付け、合理的に

計画し、その技術を適

切に表現している。 

生活と草花の利用に

関する基礎的な知識

を身に付け、草花の利

用形態や装飾的特性

について関連付けて

理解している。 

主な評価方法 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

・実技試験 

・授業用プリント 

・定期考査 

 

 

３ 草花の特徴と栽培技術                   学習指導要領（２）草花の特性と栽培技術  

（１）単元の目標 

  ① 植物の分類法や園芸的分類に基づく草花の特徴などについて、理解させる。 

  ② 草花の生育の特徴と規則性、生理作用の特徴など草花の生育と生理並びに成長と環境と

の関係について学習させる。 

  ③ 草花栽培を通して、種子や球根類の貯蔵、休眠、発芽、成長の生理に関する知識を習得

させ、栄養成長や生殖成長と環境との関係について理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

草花の特徴と栽培技

術について興味・関心

をもち、主体的に草花

栽培に取り組み、草花

の生育の特徴や成長

と環境について探究

しようとしている。 

草花栽培を通して、草

花の生育に関する特

徴と規則性、生理作用

など諸課題の解決を

目指して思考を深め、

基礎的な知識と技術

を基に合理的に判断

し、その過程や結果を

適切に表現している。 

草花の特徴と栽培技

術に関する基礎的な

技術を身に付け、合理

的に計画し、その技術

を適切に表現してい

る。 

草花の特徴と栽培技

術の基礎的な知識を

身に付け、生育の特徴

や成長と環境を関連

付けて理解している。 

主な評価方法 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

・実技試験 

・授業用プリント 

・定期考査 
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４ 花壇用草花生産                         学習指導要領（３）草花の生産 

（１）単元の目標 

  ① 花壇用草花の栽培的特性と経営的特性について学習させ、草花の生理、生態や栽培環境

に対する草花の適応性などの栽培的な特性と、労働生産性、資本生産性、収益性、市場性

など経営的な特性について理解させる。 

  ② 花壇用草花の特性、消費動向と市場性並びにそれらを生かした品種の選定方法について

学習させ、花壇用草花生産の動向と今後の課題について理解させる。 

  ③ 花壇用草花生産の経済性や消費動向などから経営に合った有利な作型と栽培計画を立

てるために必要な知識と技術を習得させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

花壇用草花生産につ

いて興味・関心をも

ち、探究しようとして

いる。 

花壇用草花生産に関

する諸課題の解決を

目指して思考を深め、

基礎的な知識と技術

を基に合理的に判断

し、その過程や結果を

適切に表現している。 

花壇用草花生産に関

する様々な資料や情

報を収集し、適切に選

択して活用している。 

花壇用草花生産の動

向と課題に関する基

礎的な知識を身に付

け、草花の生活環境の

役割について理解し

ている。 

主な評価方法 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

・実技試験 

・授業用プリント 

・定期考査 

 

 

５ 花壇用草花の栽培管理                   学習指導要領（３）草花の生産  

（１）単元の目標 

  ① 花壇用草花の栽培を通して草花栽培の栽培管理に関する知識と技術を習得させ、プロジ

ェクト学習法を用いた基礎的、発展的な学習を通して、生徒の興味・関心を高めるととも

に、科学的な見方・考え方と実践力を育成する。 

  ② 花壇用草花の特性、育成環境及び栽培に関する基礎的な知識と技術を習得させる。 

  ③ プロジェクト学習法を用いて、花壇用草花の栽培の計画・管理・評価の方法を習得させ

る。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

花壇用草花の栽培に

ついて興味・関心をも

ち、たねまきから出荷

までの栽培プロジェ

クトに主体的に取り

組み、草花の育成と栽

培環境について探究

しようとしている。 

花壇用草花の特性、栽

培環境の要素、利用及

び計画・管理・評価に

関する諸課題の解決

を目指して思考を深

め、基礎的な知識と技

術を基に合理的に判

断し、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

花壇用草花の栽培の

基礎的な技術を身に

付け、草花の育成に関

するプロジェクトを

合理的に計画し、その

技術を適切に活用し

ている。 

花壇用草花の栽培の

基礎的な知識を身に

付け、栽培環境と関連

付けて理解している。 

主な評価方法 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

・実技試験 

・授業用プリント 

・定期考査 
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生産科学科２年『農業経済』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  農業及び食品産業の経済活動に関する知識と技術を習得させ、流通及び市場の原理を理解さ

せるとともに、流通の改善を図る能力と態度を育てる。 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業及び食品産業の

経済活動、流通及び市

場の原理について興

味・関心をもち、課題

の探求に意欲的に取

り組むとともに、その

課題を科学的に捉え

て合理的に解決しよ

うとする実践的な態

度を身に付けている。 

農業及び食品産業の

経済活動、流通及び市

場に関する諸課題の

解決を目指して思考

を深め、基礎的な知識

と課題を適切に判断

するとともに、科学的

に捉えて合理的に解

決し表現する創造的

な能力を身に付けて

いる。 

農業及び食品産業の

経済活動、流通及び市

場に関する基礎的な

技術を身に付け、その

技術を適切に活用し

ている。 

農業及び食品産業の

経済活動、流通及び市

場に関する基礎的な

知識を身に付け、理解

している。 

 

 

１ わが国の農業と世界の食料需給             学習指導要領（１）我が国の農業と世界の食料需給 

（１）単元の目標 

  ① 地域や我が国の農業や食品産業について理解させ、農業及び食品産業の社会的、経済的

な役割を理解させるとともにそれらの経済活動に興味と関心を持たせる。 

  ② 世界の食料需給と農産物の貿易について学習させ、国際的な食糧需給の動向が我が国の

農業生産や国民生活に与える影響について理解させるとともに、世界の食料需給における

課題について考えさせる。 

  ③ 農業に関する国際的な経済情勢について学習させ、世界貿易機関の農業に関する交渉な

どが我が国の農業や食品産業に与える影響や食料の安全保障について理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

わが国の農業と世界

の食料需給について

興味・関心をもち、農

業や国民経済、世界の

食料需給、国際経済事

情について探究しよ

うとしている。 

農業や国民経済、世界

の食料需給、国際経済

事情について思考を

深め、基礎的な知識を

基に合理的に判断し、

適切に表現している。 

農業や国民経済、世界

の食料需給、国際経済

事情に関する様々な

資料や情報を収集し、

適切に選択して活用

している。 

わが国の農業と世界

の食料需給に関する

基礎的な知識を身に

付け、農業や国民経

済、世界の食料需給、

国際経済事情ついて

理解している。 

主な評価方法 

・ノート 

 

・ノート 

・レポート 

・定期考査 

・レポート 

・定期考査 

 

・レポート 

・定期考査 
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２ 食料供給と農業および食品産業             学習指導要領（２）食料供給と農業及び食品産業 

（１）単元の目標 

  ① 我が国の農業生産の動向やフードシステムに関する知識を習得させ、農産物の価値と食

料供給などにおける農業生産の役割と特徴について理解させる。 

  ② 我が国の食料消費の形態と動向及び食品産業に関する知識を習得させ、食料供給におけ

る食品産業の役割と特徴について理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

食料供給と農業およ

び食品産業について

興味・関心をもち、農

業生産の役割と特徴、

食品産業の役割と特

徴について探究しよ

うとしている。 

農業生産の役割と特

徴、食品産業の役割と

特徴について思考を

深め、基礎的な知識を

基に合理的に判断し、

適切に表現している。 

農業生産の役割と特

徴、食品産業の役割と

特徴に関する様々な

資料や情報を収集し、

適切に選択して活用

している。 

わが国の農業と世界

の食料需給に関する

基礎的な知識を身に

付け、農業生産の役割

と特徴、食品産業の役

割と特徴について理

解している。 

主な評価方法 

・ノート 

 

・ノート 

・レポート 

・定期考査 

・レポート 

・定期考査 

 

・レポート 

・定期考査 

 

 

３ 農業経営の会計（簿記）                 学習指導要領 農業経営（４）農業経営の会計  

（１）単元の目標 

  ① 簿記演習を通して、簿記上の取引の意義、取引の二重性、取引要素の結合及び貸借平均

の原理について理解させ、勘定と仕訳に関する知識と技術を習得させる。 

  ② 具体的な取引事例を通して、仕訳帳と元帳の記入方法について理解させ、基調に関する

知識と技術を習得させる。 

  ③ 商業簿記４級の出題範囲について理解させ、知識と技術を習得させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業経営の会計（簿

記）について興味・関

心をもち、取引・勘

定・仕訳、仕訳帳・元

帳の仕組み、記帳方法

について探究しよう

としている。 

取引・勘定・仕訳、仕

訳帳・元帳の仕組み、

記帳方法について思

考を深め、基礎的な知

識を基に合理的に判

断し、適切に表現して

いる。 

取引・勘定・仕訳、仕

訳帳・元帳の仕組み、

記 帳 方 法 に 関 す る

様々な資料や情報を

収集し、適切に選択し

て活用している。 

農業経営の会計（簿

記）に関する基礎的な

知識を身に付け、取

引・勘定・仕訳、仕訳

帳・元帳の仕組み、記

帳方法ついて理解し

ている。 

主な評価方法 

・プリント 

 

・プリント 

・演習問題 

・定期考査 

・プリント 

・演習問題 

・定期考査 

・演習問題 

・定期考査 
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４ 農産物の市場原理と価格形成                学習指導要領（３）農産物の需給と価格形成 

（１）単元の目標 

  ① 農産物市場の仕組みなどに関する知識を習得させ、市場の原理と価格形成及び市場の役

割について理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農産物の市場原理と

価格形成について興

味・関心をもち、市場

の役割について探究

しようとしている。 

市場の原理と価格形

成及び市場の役割に

関する諸課題の解決

を目指して思考を深

め、基礎的な知識と技

術を基に合理的に判

断し、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

市場の原理と価格形

成及び市場の役割に

関する様々な資料や

情報を収集し、適切に

選択して活用してい

る。 

農産物の市場原理と

価格形成に関する基

礎的な知識を身に付

け、市場の原理と価格

形成及び市場の役割

について理解してい

る。 

主な評価方法 

・ノート 

 

・ノート 

・レポート 

・レポート ・定期考査 
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生産科学科２年『生物活用』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  園芸作物や社会動物の活用に必要な知識と技術を習得させ、それらの生物の特性を活用した

活動や療法の特質を理解させるとともに、生活の質の向上を図る能力と態度を育てる。 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

園芸作物や社会動物

の 活 用 に つ い て 興

味・関心をもち、課題

の探求に意欲的に取

り組むとともに、その

課題を科学的に捉え

て合理的に解決しよ

うとする実践的な態

度を身に付けている。 

園芸作物や社会動物

の活用に関する諸課

題の解決を目指して

思考を深め、基礎的な

知識と課題を適切に

判断するとともに、科

学的に捉えて合理的

に解決し表現する創

造的な能力を身に付

けている。 

園芸作物や社会動物

の活用に関する基礎

的な技術を身に付け、

その技術を適切に活

用している。 

園芸作物や社会動物

の活用に関する基礎

的な知識を身に付け

それらの生物の特性

を活用した活動や療

法の特質を理解して

いる。 

 

 

１ ジャガイモの栽培と活用プロジェクト            学習指導要領（２）園芸作物の栽培と活用 

（１）単元の目標 

  ① ジャガイモの栽培・活用について、プロジェクト学習法を用いた体験的、探究的な学習

を通して、生徒の興味・関心を高めるとともに、科学的な見方・考え方と実践力を育成す

る。 

  ② ジャガイモの種類と特性、活用に関する基礎的な知識と技術を習得させる。 

  ③ プロジェクト学習法を用いてジャガイモの栽培の計画・管理・活用・評価の方法を習得

させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ジャガイモの栽培・活

用について興味・関心

をもち、たねまきから

収穫・活用までのプロ

ジェクトに主体的に

取り組み、栽培・活用

を通して生活の質の

向上について探究し

ようとしている。 

栽培・活用に関する諸

課題の解決を目指し

て思考を深め、基礎的

な知識と技術を基に

合理的に判断し、その

過程や結果を適切に

表現している。 

ジャガイモの栽培・活

用の基礎的な技術を

身に付け、栽培・活用

に関するプロジェク

トを合理的に計画し、

その技術を適切に活

用している。 

ジャガイモの栽培・活

用の基礎的な知識を

身に付け、栽培環境と

関連付けて理解して

いる。 

主な評価方法 

・ワークシート 

・実習レポート 

・ワークシート 

・実習レポート 

・実習レポート 

・パフォーマンステスト 

・ワークシート 

・定期考査 
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２ 草花の活用と管理                     学習指導要領（２）園芸作物の栽培と活用 

（１）単元の目標 

  ① 草花の活用・管理について、体験的、探究的な学習を通して、生徒の興味・関心を高め

るとともに、科学的な見方・考え方と実践力を育成する。 

  ② 草花の特性、活用・管理に関する基礎的な知識と技術を習得させる。 

  ③ 草花の活用・管理の方法を通して、園芸や園芸デザインの活動が、精神・身体・社会的

効果をもたらし、生活の質の向上につながることを理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

草花の活用と管理に

ついて興味・関心をも

ち、活用・管理を通し

て生活の質の向上に

ついて探究しようと

している。 

活用・管理に関する諸

課題の解決を目指し

て思考を深め、基礎的

な知識と技術を基に

合理的に判断し、その

過程や結果を適切に

表現している。 

草花の活用と管理の

基礎的な技術を身に

付け、栽培・活用に関

する技術を適切に活

用している。 

草花の活用と管理の

基礎的な知識を身に

付け、これらの活動が

生活の質の向上につ

ながることを理解し

ている。 

主な評価方法 

・ワークシート 

・実習レポート 

 

・ワークシート 

・実習レポート 

 

・実習レポート 

・パフォーマンステスト 

・ワークシート 

・定期考査 

 

 

３ ウマの活用と効果 

（１）単元の目標 

  ① ウマの誕生と活用の歩について興味・関心を高め、活用による分類を理解するとともに

利用目的を学習し理解させる。 

  ② わが国におけるウマの活用方法とこれからのウマの活用方法について理解させる。 

  ③ プロジェクト学習法を用いて、飼育しているウマの活用方法に関する基礎的な知識と技

術を身に付けさせる。   

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ウマの活用と効果の

歩みに対する興味・関

心をもち、ウマの活用

方法について探求し

ようとしている。 

ウマの活用と効果に

関する諸課題の解決

を目指して思考を深

め、基礎的な知識と技

術を基に合理的に判

断し、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

ウマの活用と効果に

関する基礎的な技術

を身に付け、馬の活用

に関するプロジェク

トを合理的に計画し、

その技術を適切に活

用している。 

ウマの活用と効果に

対して基礎的な知識

身に付け、ウマの活用

方法を理解している。 

主な評価方法 

・ノート提出 ・ワークシート 

 

・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 

・実習レポート 

・ワークシート 

・定期考査 
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４ ウマの種類と品種 

（１）単元の目標 

  ① ウマの種類と品種に適した活用方法に関する基礎的な知識と技術を習得させ体験的に

学習することを理解させる。 

  ② 学校で飼育しているウマの種類と品種に関する基礎的な知識と技術を身に付けさせる。 

③ 在来馬の種類と生息地に関する知識を身につけ、生存の減尐について理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ウマの種類と品種に

適した活用方法につ

いて興味・関心をも

ち、馬具の名称や使用

法、装着方法、着脱に

ついて探究しようと

している。 

ウマの種類と品種に

適した活用方法に関

する諸課題の解決を

目指して思考を深め、

基礎的な知識と技術

を基に合理的に判断

し、その過程や結果を

適切に表現している。 

飼育しているウマの

活用方法に関する基

礎的な技術を身に付

け、合理的に計画し、

その技術を適切に表

現している。 

在来馬の種類と生息

地に関する知識を身

につけ、生存の減尐に

ついて理解している。 

主な評価方法 

・ノート提出 

 

・ワークシート ・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 

・実習レポート 

・ワークシート 

・定期考査 
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生産科学科２年『グリーンライフ』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  農林業・農山村の特色を生かした生活体験を提供する活動に必要な知識と技術を習得させ、

地域資源の有用性を理解させるとともに、地域に根差した事業の振興に寄与できる能力と態度

を育てる。 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考判断 技能 知識・理解 

農林業・農山村の特色

や地域資源の有用性

について興味・関心を

もち、農林業・農山村

の特色や地域資源の

有用性などについて

探究しようとしてい

る。 

農林業・農山村の特色

や地域資源の有用性

に関する諸課題の解

決を目指して思考を

深め、基礎的な知識と

技術を基に合理的に

判断し、その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

農林業・農山村の特色

や地域資源の有用性

に関する基礎的な技

術を身に付け、その技

術を適切に活用して

いる。 

農林業・農山村の特色

や地域資源の有用性

に関する基礎的な知

識を身に付け、農林

業・農山村の特色や地

域資源の有用性の重

要性などを理解して

いる。 

 

 

１ グリーンライフの世界          学習指導要領（２）グリーンライフの概要、（４）グリーンライフの活動実践 

（１）単元の目標 

  ① 現代社会において、食や環境、ストレスなどが課題となり、豊かさの尺度を物質的なも

のから精神的なものへ求める傾向から、豊かに生きる意義を考えさせ、グリーンライフへ

興味と関心を持たせる。 

  ② 農村暮らし、農村レストラン、農産物直売所、市民農園、観光農園などの取り組みにつ

いて、外国のグリーンライフ実践例も踏まえて理解させる。 

  ③ グループ学習を通して、農林業・農山村の持つ多面的機能や地域資源の有用性を発揮さ

せることの重要性を理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考判断 技能 知識・理解 

グリーンライフの世

界について興味・関心

をもち、人間生活とグ

リーンライフの関わ

りについて探究しよ

うとしている。 

グリーンライフの世

界に関する諸課題の

解決を目指して思考

を深め、基礎的な知識

と技術を基に合理的

に判断し、その過程や

結果を適切に表現し

ている。 

 

グリーンライフの世

界に関する様々な資

料や情報収集し、適切

に選択し活用してい

る。 

グリーンライフの世

界に関する基礎的な

知識を身に付け、人間

生活とグリーンライ

フの関わりについて

理解している。 

主な評価方法 

・ノート 

 

・ノート 

 

・演習問題 

・定期考査 

・ノート 

・定期考査 
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２ 農業・農村の機能（キュウリ栽培）の発見と活用     学習指導要領（３）地域資源の発見・保全・活用 

（１）単元の目標 

  ① 地域資源としてのキュウリの栽培について調査や体験などにより学習させ、地域資源の

有用性について理解させる。 

  ② 地域資源としてのキュウリを管理・活用する活動の実践を通して、地域への愛着を深め、 

   地域で生活することについて考えさせる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考判断 技能 知識・理解 

キュウリ栽培につい

て興味・関心をもち、

播種・管理・収穫・利

用などキュウリの管

理・活用に探究しよう

としている。 

キュウリ栽培に関す

る諸課題の解決を目

指して思考を深め、基

礎的な知識と技術を

基に合理的に判断し、

その過程や結果を適

切に表現している。 

 

キュウリ栽培に関す

る基礎的な技術を身

に付け、その技術を適

切に活用している。 

キュウリ栽培に関す

る基礎的な知識を身

に付け、キュウリの管

理・活用する活動につ

いて理解している。 

主な評価方法 

・ノート 

・実習レポート 

 

・ノート 

・実習レポート 

・実習レポート 

・パフォーマンステスト 

・ノート 

・定期考査 

 

 

３ グリーン・ツーリズム                   学習指導要領（２）グリーンライフの概要 

（１）単元の目標 

  ① 余暇活動について外国の事例と比較することにより、グリーン・ツーリズムへの考えを

深める。 

  ② グリーン・ツーリズムを実践するために、農山村と都市との交流や他産業・異業種と連

携する重要性を理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考判断 技能 知識・理解 

グリーン・ツーリズム

について興味・関心を

もち、グリーン・ツー

リズムの取組につい

て探究しようとして

いる。 

グリーン・ツーリズム

に関する諸課題の解

決を目指して思考を

深め、基礎的な知識と

技術を基に合理的に

判断し、その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

グリーン・ツーリズム

に関する様々な資料

や情報収集し、適切に

選択し活用している。 

グリーン・ツーリズム

に関する基礎的な知

識を身に付け、グリー

ン・ツーリズムの取組

について理解してい

る。 

主な評価方法 

・ノート 

 

・ノート 

 

・演習問題 

・定期考査 

・ノート 

・定期考査 
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生産科学科２年『馬学』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  軽種馬の飼育や生産経営に必要な基礎的・基本的な知識と技能を身につけ、馬と人間との関

わりを理解し，地域産業を支える担い手と理解者や協力者としての知識や能力と態度を育てる。 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

軽種馬の飼育や生産、

経営について興味・関

心をもち、それぞれの

課題の探求に意欲的

に取り組むとともに、

その課題を科学的に

捉えて合理的に解決

しようとする実践的

な態度を身に付けて

いる。 

馬の種類、厩舎環境、

軽種馬の生態・繁殖技

術に関する諸課題の

解決を目指して思考

を深め、基礎的な知識

と課題を適切に判断

するとともに、科学的

に捉えて合理的に解

決し表現する創造的

な能力を身に付けて

いる。 

馬の種類、厩舎環境、

軽種馬の生態・繁殖技

術に関する基礎的・基

本的な技術を身に付

け、軽種馬生産に関す

るプロジェクトを合

理的に計画し、その技

術を適切に活用して

いる。 

軽種馬の飼育や生産、

経営に関する基礎的

な知識を身に付け、馬

の種類、厩舎環境、軽

種馬の生態・繁殖技術

の重要性を理解して

いる。また、健全な軽

種馬の飼育における

飼料管理の重要性に

ついて理解している。 

 

 

１ 馬の種類と人との関わり 

（１）単元の目標 

  ① 地域の基幹産業である軽種馬生産について興味・関心を高めるとともに、軽種馬生産に

おける特性を理解するとともに実践的に学習することを理解させる。 

  ② 古くから人との関わりが深い馬について理解することで、馬に対する興味・関心を高め

るとともに、馬を活用する様々な事例について理解させる。 

  ③ プロジェクト学習と連携し乗馬のもつ様々な効果について興味・関心を高めるとともに、

主体的、自律的に学習する態度を育成する学習活動であることを理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

馬の種類と人との関

わりに対する興味・関

心をもち、それぞれの

課題の探求に意欲的

に取り組むとともに、

その課題を科学的に

捉えて合理的に解決

しようとする実践的

な態度を身に付けて

いる。 

馬の種類と人との関

わりに関する諸課題

の解決を目指して思

考を深め、基礎的な知

識と技術を基に合理

的に判断し、その過程

や結果を適切に表現

している。 

馬の種類と人との関

わりに関する様々な

資料や情報を収集し、

適切に選択して活用

している。 

馬の種類と人との関

わりに関する基礎的

な知識を身に付け、軽

種馬生産における特

性を理解している。 

主な評価方法 

・ノート提出 

・小テストの提出 

・ワークシート 

 

・レポート ・ノート提出 

・定期考査 
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２ 厩舎と農場の環境 

（１）単元の目標 

  ① 農場における実習を通して、厩舎環境の整備に必要な道具の使い方や名前を理解させ、

正しい手順で厩舎の環境整備をする技術を体得させる。 

  ② 農場の環境整備管理に関する基礎的な知識と技術を習得させ、体験的に理解させる。 

  ③ 自然の生態系は多様な生物の共生と物質循環によって維持されていることを理解させ、

地球の生態系、生物の多様性及び物質循環機能に興味と関心を持たせる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

厩舎と農場の環境に

ついて興味・関心を持

ち、それぞれの課題の

探究に意欲的に取り

組むとともに、その課

題を科学的に捉えて

合理的に解決しよう

とする実践的な態度

を身に付けている。 

厩舎・農場環境整備、

地球生態系、生物の多

様性及び物質循環機

能に関する諸課題の

解決を目指して思考

を深め、基礎的な知識

と技術を基に合理的

に判断し、その過程や

結果を適切に表現し

ている。 

厩舎・農場環境整備、

地球生態系、生物の多

様性及び物質循環機

能における基礎的な

技術を身に付け、合理

的に計画し、その技術

を適切に表現してい

る。 

厩舎と農場の環境に

関する基礎的な知識

を身に付け、厩舎・農

場環境整備、地球生態

系、生物の多様性及び

物質循環機能を関連

付けて理解している。 

主な評価方法 

・ノート提出 

・実習への集合時間 

・ワークシート 

・実習の終了時間 

・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 

・馬房の清掃時間 

・ワークシート 

・定期考査 

 

 

３ 軽種馬の生態 

（１）単元の目標 

  ① 軽種馬の体系的特徴や癖を理解させ、安全な軽種馬生産に興味と関心を持たせる。 

  ② 軽種馬における行動や特徴を理解させ、軽種馬と人間の良好な関係作りを進める。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

軽 種 馬 の 生 態 に 興

味・関心をもち、それ

ぞれの課題の探究に

意欲的に取り組むと

ともに、その課題を科

学的に捉えて合理的

に解決しようとする

実践的な態度を身に

付けている。 

軽種馬における体系

的特徴、行動や特徴に

関する諸課題の解決

を目指して思考を深

め、基礎的な知識と技

術を基に合理的に判

断し、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

軽種馬における体系

的特徴、行動や特徴に

おける基礎的な技術

を身に付け、合理的に

計画し、その技術を適

切に表現している。 

軽種馬の生態に関す

る基礎的な知識を身

に付け、軽種馬におけ

る体系的特徴、行動や

特徴を関連付けて理

解している。 

主な評価方法 

・ワークシート 

 

・ワークシート 

・観察レポート 

・ワークシート 

・観察レポート 

・ワークシート 

・定期考査 
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４ 馬の繁殖技術 

（１）単元の目標 

  ① 馬の出産や種付けに関する基礎的，基本的な事項を理解し興味と関心を持たせる。 

  ② 馬や他の家畜での繁殖においての違いを理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

馬 の 繁 殖 技 術 に 興

味・関心をもちそれぞ

れの課題の探究に意

欲的に取り組むとと

もに、その課題を科学

的に捉えて合理的に

解決しようとする実

践的な態度を身に付

けている。 

馬の出産や種付け、他

の家畜との繁殖の違

いに関する諸課題の

解決を目指して思考

を深め、基礎的な知識

と技術を基に合理的

に判断し、その過程や

結果を適切に表現し

ている。 

馬の出産や種付け、他

の家畜との繁殖の違

いにおける基礎的な

技術を身に付け、合理

的に計画し、その技術

を適切に表現してい

る。 

馬の繁殖技術に関す

る基礎的な知識を身

に付け、馬の出産や種

付け、他の家畜との繁

殖の違いを関連付け

て理解している。 

主な評価方法 

・ワークシート 

 

・ワークシート ・ワークシート 

・施設見学レポート 

・ワークシート 

・定期考査 
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生産科学科２年『馬利用学』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  乗用馬の飼養管理や調教を通して、興味・関心を高めるとともに、騎乗、馴致に必要な知識

と技術を身につけ、馬の特性や心理を理解し、新馬、乗馬療養に使用する馬の育成、管理能力

と態度を育てる。 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

乗用馬の飼養管理や

調教について興味・関

心をもち、それぞれの

課題の探求に意欲的

に取り組むとともに、

その課題を科学的に

捉えて合理的に解決

しようとする実践的

な態度を身に付けて

いる。 

乗用馬の特性や心理

と環境の保全など乗

用馬を馴致し調教を

する環境に関する諸

課題の解決を目指し

て思考を深め、基礎的

な知識と課題を適切

に判断するとともに、

科学的に捉えて合理

的に解決し表現する

創造的な能力を身に

付けている。 

乗用馬の調教や馴致

に関わる乗用馬の騎

乗や飼養管理に関す

る基礎的・基本的な技

術を身に付け、馬利用

に関するプロジェク

トを合理的に計画し、

その技術を適切に活

用している。 

乗用馬の騎乗方法や

飼養管理に関する基

礎的な知識を身に付

け、乗用馬の調教、馴

致に必要な馬の特性、

心理の重要性を理解

している。また、日々

の馬との正しいコミ

ュニケーション方法

について理解してい

る。 

 

１ 馬具と馬装 

（１）単元の目標 

  ① 馬に使用する馬具について興味・関心を高め、馬具の名称や使用法を理解するとともに

実践的に学習することを理解させる。 

  ② 馬具を乗馬に装着し、馬に騎乗する事前準備、正しい装着方法と用途ついて理解させる。 

  ③ 馬装を実践し、騎乗前の着脱ができ、安全に乗馬が実施できる技術を身につけさせる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

馬具と馬装について

興味・関心をもち、馬

具の名称や使用法、装

着方法、着脱について

探究しようとしてい

る。 

馬具や馬装に関する

諸課題の解決を目指

して思考を深め、基礎

的な知識と技術を基

に合理的に判断し、そ

の過程や結果を適切

に表現している。 

馬具と馬装に関する

基礎的な技術を身に

付け、馬具の正しい装

着方法、安全に乗馬が

実施できる技術を合

理的に計画し、その技

術を適切に活用して

いる。 

馬具と馬装に関する

知識を身につけ、馬具

の名称や使用法、装着

方法、着脱を理解して

いる。 

主な評価方法 

・ワークシート 

・小テスト 

・ワークシート 

 

・馬装の実践 

・馬装試験 

・馬装試験 

・定期考査 
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２ セラピーホースの馴致 

（１）単元の目標 

  ① セラピーホースに適した育成方法に関する基礎的な知識と技術を習得させ体験的に理

解させる。 

  ② ホースセラピーについて興味・関心を高め、セラピーホースの馴致、調教技術を体得さ

せる。 

  ③ セラピーホースの調教に必要な道具の使い方や名前を理解させ、正しい使用方法で馬の

調教を行う技術を体得させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ホースセラピーに対

する興味・関心を持

ち、馴致、調教技術、

道具の使用方法につ

いて探求しようとし

ている。 

セラピーホースの馴

致に関する諸課題の

解決を目指して思考

を深め、基礎的な知識

と技術を基に合理的

に判断し、その過程や

結果を適切に表現し

ている。 

セラピーホースの馴

致における基礎的な

技術を身に付け、合理

的に計画し、その技術

を適切に表現してい

る。 

セラピーホースの馴

致に関する知識を身

につけ、馴致、調教技

術、道具の使用方法を

理解している。 

主な評価方法 

・ノート提出 

・ワークシート 

・ワークシート 

 

・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 

・調教後の馬の状況 

・ワークシート 

・定期考査 

 

 

３ 乗馬療育プロジェクト                     

（１）単元の目標 

  ① 乗馬療育について、プロジェクト学習法を用いた体験的、探究的な学習を通して、生徒

の興味・関心を高めるとともに、科学的な見方・考え方と実践力を育成させる。 

  ② 障がいのある方々との接し方に関する基礎的な知識を習得し、交流プログラムの計画立

案や活動の支援、評価を行う実践力を習得させる。 

  ③ 乗馬療育における馬の飼育を通して、乗馬療育に必要な馬の飼育管理について知識、技

能を習得させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

乗馬療育について興

味・関心をもち、その

飼育管理から乗馬ま

でのセラピープロジ

ェクトに主体的に取

り組み、乗馬と人との

関わりについて探究

しようとしている。 

乗馬の種類と特性、乗

馬コースや交流の企

画、運営に関する諸課

題の解決を目指して

思考を深め、基礎的な

知識と技術を基に合

理的に判断し、その過

程や結果を適切に表

現している。 

乗馬療育に関する基

礎的な技術を身に付

け、交流プログラムの

プロジェクトを合理

的に計画し、その技術

を適切に活用してい

る。 

乗馬療育について基

礎的な知識を身に付

け、交流プログラムの

企画立案や活動の支

援、評価、飼育管理を

理解している。 

主な評価方法 

・ワークシート 

 

・ワークシート 

 

・実習レポート 

・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 

・ワークシート 

・定期考査 
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４ 乗馬交流で使用する支援道具の製作 

（１）単元の目標 

  ① 乗馬交流で使用する支援道具の製作を通して、必要な道具の使い方や名前を理解させ、

正しい手順で支援道具の製作をする技術を体得させる。 

  ② 支援道具に関する基礎的な知識と技術を習得させ、乗馬に騎乗するうえで安全な環境つ

いてに理解させる。   

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

乗馬交流で使用する

支援道具の製作につ

いて興味・関心をも

ち、環境保全・創造の

重要性などについて

探求しようとしてい

る。 

乗馬交流で使用する

支援道具の製作に関

する諸課題の解決を

目指して思考を深め、

基礎的な知識と技術

を基に合理的に判断

し、その過程や結果を

適切に表現している。 

乗馬交流で使用する

支援道具の製作に関

する基礎的な技術を

身に付け、その技術を

適切に活用している。 

乗馬交流で飼養する

支援道具に関する基

礎的な知識を身に付

け、乗馬の騎乗をする

うえで安全な環境を

理解している。 

主な評価方法 

・ノート提出 

 

・ワークシート 

・支援道具の製作 

・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 

・支援道具の制作 

・ワークシート 

・定期考査 
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生産科学科３年『課題研究』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  農業に関する課題を設定し，その課題の解決を図る学習を通して，専門的な知識と技術の深

化，総合化を図るとともに，問題解決の能力や自発的，創造的な学習態度を育てる。 
 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

設定した農業の課題

について興味・関心を

もち、課題の探求に意

欲的に取り組むとと

もに、その課題を科学

的に捉えて合理的に

解決しようとする実

践的な態度を身に付

けている。 

設定した農業の課題

について諸課題の解

決を目指して思考を

深め、基礎的な知識と

技術を基に、課題を適

切に判断するととも

に、科学的に捉えて合

理的に解決し表現す

る創造的な能力を身

に付けている。 

設定した農業の課題

に関する基礎的な技

術を身に付け、設定し

た農業の課題に関す

るプロジェクトを合

理的に計画し、その技

術を適切に活用して

いる。 

設定した農業の課題

など農業と環境に関

する基礎的な知識を

身に付け、調査・研

究・実験、産業現場等

における実験、学校農

業クラブの重要性を

理解している。 

 

 

１ 問題等の発見と課題の設定                  学習指導要領（１）調査、研究、実験 

（１）単元の目標 

  ① 生徒の今までの農業学習のまとめ及び卒業生の記録や地域農業の具体的な事例の探索

を通して、情報を収集、分類し、関心がもてる事象や問題を選択、発見する方法を体得さ

せる。 

  ② 選び出した事象や問題が農業各分野の課題や自らの課題として適切であるかなどの検

討ができ、課題として設定させる。 

  ③ 設定した課題及びそれを解決した成果の社会的な意義や個人的な意義を理解させると

ともに課題設定能力を育成する。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

今までの農業学習の

まとめ及び記録や地

域農業の事例につい

て興味・関心をもち、

学習の課題について

探究しようとしてい

る。 

今までの農業学習の

まとめ及び記録や地

域農業の事例に関す

る諸課題の解決を目

指して思考を深め、基

礎的な知識と技術を

基に合理的に判断し、

その過程や結果を適

切に表現している。 

今までの農業学習の

まとめ及び記録や地

域農業の事例に関す

る様々な資料や情報

を収集し、適切に選択

して活用している。 

今までの農業学習の

まとめ及び記録や地

域農業の事例に関す

る基礎的な知識を身

に付け、学習の課題に

ついて理解している。 

主な評価方法 

・実習記録簿 ・実習記録簿 ・実習記録簿 ・実習記録簿 
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２ 計画の立案                         学習指導要領（１）調査、研究、実験 

（１）単元の目標 

  ① 設定した課題の分析と検討並びに課題解決に必要な期間、経費、施設、設備、材料、方

法などの検討及び計画を立てることを通して、課題の解決方法を理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

設定した課題の分析

と検討並びに課題解

決について興味・関心

をもち、課題解決方法

について探究しよう

としている。 

設定した課題の分析

と検討並びに課題解

決を目指して思考を

深め、基礎的な知識と

技術を基に合理的に

判断し、その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

設定した課題の分析

と検討並びに課題解

決に関する様々な資

料を収集し、適切に選

択して活用している。 

設定した課題の分析

と検討並びに課題解

決に関する基礎的な

知識を身に付け、課題

解決方法について理

解している。 

主な評価方法 

・実習記録簿 ・実習記録簿 ・実習記録簿 ・実習記録簿 

 

 

３ 調査・研究・実験の取組                   学習指導要領（１）調査、研究、実験 

（１）単元の目標 

  ① 計画に基づいて、科学的、合理的に調査、研究、実験に取り組ませ、客観性のある記録

を行わせ、実施の各段階において、自ら評価を行わせる。 

  ② 個人又はグループで実施することを通して、科学性、主体性、協調性及び実行力を育成

する。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

計画に基づいて取り

組む調査、研究、実験

について興味・関心を

もち、自らの評価につ

いて探究しようとし

ている。 

計画に基づいて取り

組む調査、研究、実験

に関する諸課題の解

決を目指して思考を

深め、基礎的な知識と

技術を基に合理的に

判断し、その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

計画に基づいて取り

組む調査、研究、実験

に関する基礎的な技

術を身に付け、調査・

研究・実験に関するプ

ロジェクトを合理的

に計画し、その技術を

適切に活用している。 

計画に基づいて取り

組む調査、研究、実験

に関する基礎的な知

識を身に付け、調査・

研究・実験について理

解している。 

主な評価方法 

・実習記録簿 ・実習記録簿 ・実習記録簿 ・実習記録簿 

 

 

 

 



39 

 

４ まとめと自己評価               学習指導要領（１）調査、研究、実験（５）学校農業クラブ活動 
（１）単元の目標 

  ① 取組の内容や結果をまとめ、評価させることを通して、結果の分析やまとめ方及び報告
書の作成方法などを習得させ、まとめ上げる力や自己評価を行う能力と態度を育成する。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

取組の内容や結果の
まとめや評価につい
て興味・関心をもち、
結果の分析やまとめ
方及び報告書の作成
方法について探究し
ようとしている。 

取組の内容や結果の
まとめや評価に関す
る取組の内容や結果
について、諸課題の解
決を目指して思考を
深め、基礎的な知識と
技術を基に合理的に

判断し、その過程や結
果を適切に表現して
いる。 

取組の内容や結果の
まとめや評価に関す
る様々な資料を収集
し、適切に選択して活
用している。 

取組の内容や結果の
まとめや評価に関す
る基礎的な知識を身
に付け、結果の分析や
まとめ方及び報告書
の作成方法について
理解している。 

主な評価方法 

・実習記録簿 

 

・実習記録簿 ・実習記録簿 

・実績発表 

・実習記録簿 

 

 

５ 学校農業クラブ活動                     学習指導要領（５）学校農業クラブ活動 
（１）単元の目標 
  ① 農業における技術競技について興味・関心を高めるとともに、技術及び経営と管理につ

いて理解させる。 

② 農業における意見発表について興味・関心を高めるとともに、自主的、に発表を行い、
言語活動の充実と表現力の向上を図り、農業の各分野の改善を図る実践的な能力と態度を
育成する。 

③ 農業におけるプロジェクト発表について興味・関心を高めるとともに、自主的に研究、
発表を行い、言語活動の充実と表現力の向上を図り、農業の各分野の改善を図る実践的な
能力と態度を育成する 

  ④ 学校農業クラブ活動について興味・関心を高めるとともに、自主的、主体的に学習する
態度を育成する学習活動であることを理解させる。 

  ⑤ 学校農業クラブ活動に参加することで、興味・関心を高め、意欲的に活動する態度を育
成する。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現・表
現 

技能 知識・理解 

農業クラブ活動につ
いて興味・関心をも
ち、農業学習の特質及
び学校農業クラブ活
動の学習の課題につ
いて探究しようとし
ている。 

農業学習の特質及び
学校農業クラブ活動
について思考を深め、
基礎的な知識を基に
合理的に判断し、適切
に表現している。 

農業クラブ活動に積
極的に参加し、日常の
学習から資料や情報
を収集し、適切に活用
している。 

農業学習と学校農業
クラブ活動に関する
基礎的な知識を身に
付け、農業学習の特質
及び学校農業クラブ
活動について学習の
特徴を理解している。 

主な評価方法 

・ワークシート 

・実習記録簿 

・ワークシート 

・実習記録簿 

・実習記録簿 

 

・ワークシート 

・実習記録簿 
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生産科学科３年『総合実習』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  農業に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専門的な知識と技術の深

化、総合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

自ら設定した農業に

関する課題について

興味・関心をもち、課

題の探求に意欲的に

取り組むとともに、そ

の課題を科学的に捉

えて合理的に解決し

ようとする実践的な

態度を身に付けてい

る。 

自ら設定した農業に

関する課題について

諸課題の解決を目指

して思考を深め、基礎

的な知識と課題を適

切に判断するととも

に、科学的に捉えて合

理的に解決し表現す

る創造的な能力を身

に付けている。 

調査・研究・実験、な

どを通して、各科目で

学習した知識と技術

を再確認し、自らの課

題解決に関するプロ

ジェクトを合理的に

計画し、その技術を適

切に活用している。 

調査・研究・実験、な

どを通して、各科目で

学習した知識と技術

を再確認し、自らの課

題解決に活用できる

高度な知識と理解力

を身に付けている。 

 

 

１ 農業の各分野に関する総合的な実習（時間外実習）  学習指導要領（１）農業の各分野に関する総合的な実習 

（１）単元の目標 

  ① 園芸・馬分野の総合的な実習を通して、作物栽培、家畜飼育に関する知識と技術を習得

させ、技術の役割と各技術の相互関係を理解させるとともに、それらの技術を生産、加工、

利用の各場面で活用する実践的な能力と態度の育成を図る。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業生物の栽培・飼育

について興味・関心を

もち、農業生物の特

性、栽培・飼育環境及

びそれらの管理技術

が相互に関係してい

ることについて探究

しようとしている。 

農業生物の栽培・飼育

に関する諸課題の解

決を目指して思考を

深め、実践的な知識と

技術を基に合理的に

判断し、その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

農業生物の栽培・飼育

に関する実践的な技

術を身に付け、農業生

物の育成に関する技

術を適切に活用して

いる。 

農業生物の栽培・飼育

に関する実践的な知

識を身に付け、農業生

物の特性、栽培。飼育

環境及びそれらの管

理技術が相互に関係

していることを理解

している。 

主な評価方法 

・実習記録簿 ・実習記録簿 ・実習記録簿 ・実習記録簿 
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生産科学科３年『草花』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  草花の生産と経営に必要な知識と技術を習得させ、草花の特性や生産に適した環境を理解さ

せるとともに、品質と生産性の向上及び経営の改善を図る能力と態度を育てる。 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

草花の生産と経営に

ついて興味・関心をも

ち、課題の探求に意欲

的に取り組むととも

に、その課題を科学的

に捉えて合理的に解

決しようとする実践

的な態度を身に付け

ている。 

草花の生産と経営な

ど草花に関する品質

と生産性の向上及び

経営における諸課題

の解決を目指して思

考を深め、基礎的な知

識と課題を適切に判

断するとともに、科学

的に捉えて合理的に

解決し表現する創造

的な能力を身に付け

ている。 

草花に関する品質と

生産性の向上及び経

営に関する基礎的な

技術を身に付け、草花

の特性や生産に適し

た環境に関するプロ

ジェクトを合理的に

計画し、その技術を適

切に活用している。 

草花の特性や生産に

適した環境に関する

基礎的な知識を身に

付け、草花の特性と生

産に適した環境や品

質と生産性の向上及

び経営の改善の重要

性を理解している。 

 

 

１ 草花の特徴と栽培技術                   学習指導要領（２）草花の特性と栽培技術  

（１）単元の目標 

  ① 各生育段階の環境要素、栽培環境と生育の調節並びに成長調節物質の利用について学習

させる。草花の各生育段階における環境要素の作用に関する知識を習得させる。 

  ② 温度、水、光、土、栄養などの環境要素が草花に影響を与えること及び肥培管理や成長

調節物質の利用が草花の生育を調節することを理解させる。 

  ③ 草花の品種改良の目的と原理について学習させ、草花栽培に用いられる F１品種の利用、

交雑、選抜やバイオテクノロジーの利用について理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

草花栽培に関わる環

境要素、栽培環境につ

いて興味・関心をも

ち、主体的に草花栽培

に取り組み、草花の生

育と成長と環境につ

いて探究しようとし

ている。 

草花栽培を通して、草

花の生育に関する環

境要素、栽培環境など

諸課題の解決を目指

して思考を深め、基礎

的な知識と技術を基

に合理的に判断し、そ

の過程や結果を適切

に表現している。 

草花栽培に関する基

礎的な技術を身に付

け、効果的な成長調節

に関する合理的な計

画が立てられ、その技

術を適切に表現して

いる。 

草花栽培の基礎的な

知識を身に付け、生育

の特徴や成長と環境

を関連付けて理解し、

草花の品種改良の必

要性を理解している。 

主な評価方法 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

・実技試験 

・授業用プリント 

・定期考査 
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２ 鉢もの生産                         学習指導要領（３）草花の生産 

（１）単元の目標 

  ① 鉢もの生産の栽培的特性と経営的特性について学習させ、草花の生理、生態や栽培環境

に対する草花の適応性などの栽培的な特性と、労働生産性、資本生産性、収益性、市場性

など経営的な特性について理解させる。 

  ② 鉢もの生産の特性、消費動向と市場性並びにそれらを生かした品種の選定方法について

学習させ、鉢もの生産の動向と今後の課題について理解させる。 

  ③ 鉢もの生産の経済性や消費動向などから経営に合った有利な作型と栽培計画を立てる

ために必要な知識と技術を習得させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

鉢もの生産について

興味・関心をもち、栽

培的・経営的な特性に

ついて探究しようと

している。 

鉢もの生産に関する

諸課題の解決を目指

して思考を深め、基礎

的な知識と技術を基

に合理的に判断し、そ

の過程や結果を適切

に表現している。 

鉢もの生産に関する

様々な資料や情報を

収集し、適切に選択し

て活用している。 

鉢もの生産に関する

基礎的な知識を身に

付け、栽培的・経営的

な特性について理解

している。 

主な評価方法 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

・実技試験 

・授業用プリント 

・定期考査 

 

 

３ 鉢ものの栽培管理                        学習指導要領（３）草花の生産  

（１）単元の目標 

  ① シクラメンの栽培を通して草花栽培の栽培管理に関する知識と技術を習得させ、プロジ

ェクト学習法を用いた実践的、発展的な学習を通して、生徒の興味・関心を高めるととも

に、科学的な見方・考え方と実践力を育成する。 

  ② シクラメンの特性、育成環境及び栽培に関する基礎的な知識と技術を習得させる。 

  ③ プロジェクト学習法を用いて、シクラメンの栽培の計画・管理・評価の方法を習得させ

る。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

シクラメンの栽培に

ついて興味・関心をも

ち、たねまきから出荷

までの栽培プロジェ

クトに主体的に取り

組み、草花の育成と栽

培環境について探究

しようとしている。 

シクラメンの特性、栽

培環境の要素、利用及

び計画・管理・評価に

関する諸課題の解決

を目指して思考を深

め、基礎的な知識と技

術を基に合理的に判

断し、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

シクラメンの栽培の

基礎的な技術を身に

付け、草花の育成に関

するプロジェクトを

合理的に計画し、その

技術を適切に活用し

ている。 

シクラメンの栽培の

基礎的な知識を身に

付け、栽培環境と関連

付けて理解している。 

主な評価方法 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

・実技試験 

・授業用プリント 

・定期考査 
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４ 草花経営の改善                        学習指導要領（４）草花経営の改善 

（１）単元の目標 

  ① 草花生産の経営の目標や条件並びに栽培管理や収穫・出荷の作業体系の改善について学

習させる。 

  ② 地域や経営目標に応じた草花栽培の作業体系に改善する能力と態度を育成する。 

  ③ 草花の生産費と流通など草花生産の経営改善について学習させる。草花の生産費の計算

方法や販売方法について理解させ、経営形態に応じた合理的な生産と流通に改善する能力

と態度を育成する。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

草花生産の経営と作

業体系の課題につい

て興味・関心をもち、

我が国の草花生産に

ついて探究しようと

している。 

草花生産の経営と作

業体系に関する諸課

題の解決を目指して

思考を深め、基礎的な

知識と技術を基に合

理的に判断し、その過

程や結果を適切に表

現している。 

地域や経営目標に応

じた草花栽培の作業

体系に改善する能力

を養い、課題に関する

様々な資料や情報を

収集し、適切に選択し

て活用している。 

草花の生産費と流通

など草花生産の経営

改善と課題に関する

基礎的な知識を身に

付け、草花の生産費や

販売方法などの経営

形態に応じた合理的

な生産と流通の重要

性について理解して

いる。 

主な評価方法 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

 

・授業用プリント 

・定期考査 
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生産科学科３年『農業経済』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  農業及び食品産業の経済活動に関する知識と技術を習得させ、流通及び市場の原理を理解さ

せるとともに、流通の改善を図る能力と態度を育てる。 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業及び食品産業の

経済活動、流通及び市

場の原理について興

味・関心をもち、課題

の探求に意欲的に取

り組むとともに、その

課題を科学的に捉え

て合理的に解決しよ

うとする実践的な態

度を身に付けている。 

農業及び食品産業の

経済活動、流通及び市

場に関する諸課題の

解決を目指して思考

を深め、基礎的な知識

と課題を適切に判断

するとともに、科学的

に捉えて合理的に解

決し表現する創造的

な能力を身に付けて

いる。 

農業及び食品産業の

経済活動、流通及び市

場に関する基礎的な

技術を身に付け、その

技術を適切に活用し

ている。 

農業及び食品産業の

経済活動、流通及び市

場に関する基礎的な

知識を身に付け、理解

している。 

 

 

１ 農産物の流通               学習指導要領（３）農産物の需給と価格形成 （４）農産物の流通と経済 

（１）単元の目標 

  ① 農産物の需要と供給の変動及びその要因に関する知識を習得させ、消費の弾力性などに

ついて理解させる。 

  ② 流通機能の分担者や流通経路など流通の仕組みに関する知識を習得させ、流通の社会的

役割と機能について理解させる。 

  ③ 農産物、加工食品などの農業生産の流通に関する知識を習得させ、流通の構造を理解さ

せる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農産物の流通につい

て興味・関心をもち、

農産物の需要と供給、

流通の構造と機能、農

産物・加工食品の流通

について探究しよう

としている。 

農産物の需要と供給、

流通の構造と機能、農

産物・加工食品の流通

について思考を深め、

基礎的な知識を基に

合理的に判断し、適切

に表現している。 

農産物の需要と供給、

流通の構造と機能、農

産物・加工食品の流通

に関する様々な資料

や情報を収集し、適切

に選択して活用して

いる。 

農産物の流通に関す

る基礎的な知識を身

に付け、農産物の需要

と供給、流通の構造と

機能、農産物・加工食

品の流通ついて理解

している。 

主な評価方法 

・ノート 

 

・ノート 

・レポート 

・定期考査 

・レポート 

・定期考査 

 

・レポート 

・定期考査 
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２ 農業協同組合                      学習指導要領（５）農業生産の組織と食品産業 

（１）単元の目標 

  ① 農業協同組合の目的、組織、事業、運営などに関する知識を習得させ、販売事業や信用

事業など農業協同組合が地域の農業や農村社会において果たしている役割を理解させる。

また、農業協同組合の現状と課題について考えさせる。   

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業協同組合につい

て興味・関心をもち、

農業協同組合が地域

の農業や農村社会に

おいて果たしている

役割について探究し

ようとしている。 

農業協同組合の現状

と課題について思考

を深め、基礎的な知識

を基に合理的に判断

し、適切に表現してい

る。 

農業協同組合に関す

る様々な資料や情報

を収集し、適切に選択

して活用している。 

農業協同組合に関す

る基礎的な知識を身

に付け、農業協同組合

が地域の農業や農村

社会において果たし

ている役割について

理解している。 

主な評価方法 

・ノート 

 

・ノート 

・レポート 

・定期考査 

・レポート 

・定期考査 

 

・レポート 

・定期考査 

 

 

３ 北海道の農業                       学習指導要領 （４）農産物の流通と経済  

（１）単元の目標  

  ① 北海道農業の特徴と地位に関する知識を習得させ、生産量や地域の特徴などについて理

解させる。 

  ② 北海道で生産されている農産物・加工品に関する知識を習得させ、北海道の農産物・加

工品の役割と動向について理解させる。 

  ③ 北海道で生産されている農産物の流通・物流に関する知識を習得させ、北海道の農産物

の流通・物流の構造を理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

北海道の農業につい

て興味・関心をもち、

特徴、役割と動向、流

通・物流の構造につい

て探究しようとして

いる。 

北海道農業の特徴、役

割と動向、流通・物流

の構造について思考

を深め、基礎的な知識

を基に合理的に判断

し、適切に表現してい

る。 

北海道農業の特徴、役

割と動向、流通・物流

の構造に関する様々

な資料や情報を収集

し、適切に選択して活

用している。 

北海道の農業に関す

る基礎的な知識を身

に付け、特徴、役割と

動向、流通・物流の構

造ついて理解してい

る。 

主な評価方法 

・ノート 

 

・ノート 

・レポート 

・定期考査 

・レポート 

・定期考査 

・レポート 

・定期考査 
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４ 農業・食料政策と関係法規                学習指導要領（７）農業・食料政策と関係法規 

（１）単元の目標 

  ① 農業や食品産業の動向について学習させ、農業・食料政策の意義と歴史的経過について

理解させる。 

  ② 農業関係法規の概要に関する知識を習得させ、農業経済と農業関係法規との関係や重要

性について理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農業・食料政策と関係

法規について興味・関

心をもち、農業・食料

政策、農業経済と関係

法規について探究し

ようとしている。 

農業・食料政策、農業

経済と関係法規に関

する諸課題の解決を

目指して思考を深め、

基礎的な知識と技術

を基に合理的に判断

し、その過程や結果を

適切に表現している。 

農業・食料政策、農業

経済と関係法規に関

する様々な資料や情

報を収集し、適切に選

択して活用している。 

農業・食料政策と関係

法規に関する基礎的

な知識を身に付け、農

業・食料政策、農業経

済と関係法規につい

て理解している。 

主な評価方法 

・ノート 

 

・ノート 

・レポート 

・レポート ・定期考査 
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生産科学科３年『グリーンライフ』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  農林業・農山村の特色を生かした生活体験を提供する活動に必要な知識と技術を習得させ、

地域資源の有用性を理解させるとともに、地域に根差した事業の振興に寄与できる能力と態度

を育てる。 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

農林業・農山村の特色

や地域資源の有用性

について興味・関心を

もち、農林業・農山村

の特色や地域資源の

有用性などについて

探究しようとしてい

る。 

農林業・農山村の特色

や地域資源の有用性

に関する諸課題の解

決を目指して思考を

深め、基礎的な知識と

技術を基に合理的に

判断し、その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

農林業・農山村の特色

や地域資源の有用性

に関する基礎的な技

術を身に付け、その技

術を適切に活用して

いる。 

農林業・農山村の特色

や地域資源の有用性

に関する基礎的な知

識を身に付け、農林

業・農山村の特色や地

域資源の有用性の重

要性などを理解して

いる。 

 

 

１ 農業・農村の機能（ナス栽培）の発見と活用       学習指導要領（３）地域資源の発見・保全・活用 

（１）単元の目標 

  ① 地域資源としてのナスの栽培について調査や体験などにより学習させ、地域資源の有用

性について理解させる。 

  ② 地域資源としてのナスを管理・活用する活動の実践を通して、地域への愛着を深め、 

   地域で生活することについて考えさせる。 

  ③ 自然・景観等の農山村の環境や歴史、行事・伝統技術等の文化及び人材を資源として理

解させ、農山村へ興味と関心をもたせ、それらの資源を保全・活用・継続する活動を実践

できる能力と態度を育成する。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ナス栽培について興

味・関心をもち、播

種・管理・収穫・利用

などナスの管理・活用

に探究しようとして

いる。 

ナス栽培に関する諸

課題の解決を目指し

て思考を深め、基礎的

な知識と技術を基に

合理的に判断し、その

過程や結果を適切に

表現している。 

 

ナス栽培に関する基

礎的な技術を身に付

け、その技術を適切に

活用している。 

ナス栽培に関する基

礎的な知識を身に付

け、ナスの管理・活用

する活動について理

解している。 

主な評価方法 

・ノート 

・実習レポート 

・ノート 

・実習レポート 

・実習レポート 

・パフォーマンステスト 

・ノート 

・定期考査 
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２ 直売所（葉物野菜の生産・出荷）     学習指導要領（３）地域資源の発見・保全・活用、（５）グリーンライフ活動 

（１）単元の目標 

  ① 葉物野菜を生産から出荷まで体験し、生産物の直売所の経営に必要な知識と技術を習得

させ、運営にあたっての留意点等を理解させる。 

  ② 直売所の企画や実践ができる能力と態度を育成する。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

葉物野菜の生産・出荷

について興味・関心を

もち、直売所の運営に

ついて探究しようと

している。 

葉物野菜の生産・出荷

に関する諸課題の解

決を目指して思考を

深め、基礎的な知識と

技術を基に合理的に

判断し、その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

葉物野菜の生産・出荷

に関する基礎的な技

術を身に付け、その技

術を適切に活用して

いる。 

葉物野菜の生産・出荷

に関する基礎的な知

識を身に付け、直売所

の運営について理解

している。 

主な評価方法 

・ノート 

・実習レポート 

・ノート 

・実習レポート 

・実習レポート 

・パフォーマンステスト 

・ノート 

・定期考査 

 

 

３ 対人サービスのマナー                  学習指導要領（４）グリーンライフ活動の実践 

（１）単元の目標 

  ① 接客・接遇、電話対応、文書の書き方等、対人サービスに必要な基礎知識と技術を習得

させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

対人サービスのマナ

ーについて興味・関心

をもち、接客・電話対

応・文書の書き方等に

ついて探究しようと

している。 

対人サービスのマナ

ーに関する諸課題の

解決を目指して思考

を深め、基礎的な知識

と技術を基に合理的

に判断し、その過程や

結果を適切に表現し

ている。 

対人サービスのマナ

ーに関する様々な資

料や情報収集し、適切

に選択し活用してい

る。 

対人サービスのマナ

ーに関する基礎的な

知識を身に付け、接

客・電話対応・文書の

書き方等について理

解している。 

主な評価方法 

・ノート 

 

・ノート 

 

・レポート 

・定期考査 

・ノート 

・定期考査 
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４ 市民農園・観光農園           学習指導要領（４）グリーンライフ活動の実践、（５）グリーンライフ活動 

（１）単元の目標 

  ① グリーンライフ活動を実践するに当たり、地域コーディネータの役割と意義、必要とさ

れる知識や技術について理解させる。 

  ② 市民農園・観光農園の企画、運営に必要な知識と技術を習得させ、農園体験における応

接や交流の在り方について理解させ、市民農園や観光農園を管理、運営できる能力を育て

る。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

市民農園・観光農園に

ついて興味・関心をも

ち、グリーンライフ活

動の関わりについて

探究しようとしてい

る。 

市民農園・観光農園に

関する諸課題の解決

を目指して思考を深

め、基礎的な知識と技

術を基に合理的に判

断し、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

市民農園・観光農園に

関する様々な資料や

情報収集し、適切に選

択し活用している。 

市民農園・観光農園に

関する基礎的な知識

を身に付け、グリーン

ライフ活動の関わり

について理解してい

る。 

主な評価方法 

・ノート 

 

・ノート 

 

・レポート 

・定期考査 

・ノート 

・定期考査 
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生産科学科３年『馬学』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  軽種馬の飼育や生産経営に必要な基礎的・基本的な知識と技能を身につけ、馬と人間との関

わりを理解し，地域産業を支える担い手と理解者や協力者としての知識や能力と態度を育てる。 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

軽種馬の飼育や生産、

経営について興味・関

心をもち、それぞれの

課題の探求に意欲的

に取り組むとともに、

その課題を科学的に

捉えて合理的に解決

しようとする実践的

な態度を身に付けて

いる。 

馬の種類、厩舎環境、

軽種馬の生態・繁殖技

術に関する諸課題の

解決を目指して思考

を深め、基礎的な知識

と課題を適切に判断

するとともに、科学的

に捉えて合理的に解

決し表現する創造的

な能力を身に付けて

いる。 

馬の種類、厩舎環境、

軽種馬の生態・繁殖技

術に関する基礎的・基

本的な技術を身に付

け、軽種馬生産に関す

るプロジェクトを合

理的に計画し、その技

術を適切に活用して

いる。 

軽種馬の飼育や生産、

経営に関する基礎的

な知識を身に付け、馬

の種類、厩舎環境、軽

種馬の生態・繁殖技術

の重要性を理解して

いる。また、健全な軽

種馬の飼育における

飼料管理の重要性に

ついて理解している。 

 

 

１ 軽種馬の飼養管理 

（１）単元の目標 

  ① 軽種馬における消化機構や給与飼料の種類について興味・関心を高めるとともに、それ

ぞれの飼料の役割を理解させる。 

  ② 放牧地や採草地の維持管理を行うために必要な除草や追肥、追播を体得させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

軽種馬の飼養管理に

興味・関心をもち、そ

れぞれの課題の探究

に意欲的に取り組む

とともに、その課題を

科学的に捉えて合理

的に解決しようとす

る実践的な態度を身

に付けている。 

飼料の役割や飼養管

理に関する諸課題の

解決を目指して思考

を深め、基礎的な知識

と課題を適切に判断

するとともに、科学的

に捉えて合理的に解

決し表現する創造的

な能力を身に付けて

いる。 

飼料の役割や飼養管

理に関する様々な資

料や情報を収集し、適

切に選択して活用し

ている。 

軽種馬の飼養管理に

関する基礎的な知識

を身に付け、飼料の役

割や飼養管理を関連

付けて理解している。 

主な評価方法 

・ノート提出 

・小テストの提出 

・ワークシート 

 

・ワークシート 

・レポート 

・演習問題 

・ノート提出 

・定期考査 
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２ 軽種馬の飼育管理（仔馬から育成馬へ） 
（１）単元の目標 

  ① 軽種馬の販売であるセリに向けた調教や手順を習得させ､よりよい軽種馬の見せ方を理
解させる。 

  ② 馬が離乳する際の注意点を理解し､その基礎的な知識と技術を習得させ、体験的に理解
させる。 

  ③ 母子関係からアスリートとして巣立つための重要な環境変化である離乳のタイミング
について､科学的な見地から判断できる様に離乳について理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

軽種馬の飼育管理に
興味・関心をもち、そ
れぞれの課題の探究

に意欲的に取り組む
とともに、その課題を
科学的に捉えて合理
的に解決しようとす
る実践的な態度を身
に付けている。 

セリに向けた調教や
手順、離乳する際の注
意点に関する諸課題

の解決を目指して思
考を深め、基礎的な知
識と課題を適切に判
断するとともに、科学
的に捉えて合理的に
解決し表現する創造
的な能力を身に付け
ている。 

セリに向けた調教や
手順、離乳する際の注
意 点 に 関 す る 基 礎

的・基本的な技術を身
に付け、軽種馬生産に
関するプロジェクト
を合理的に計画し、そ
の技術を適切に活用
している。 

軽種馬の飼育管理に
関する基礎的な知識
を身に付け、及びそれ

らの管理技術が相互
に関係していること
を理解している。 

主な評価方法 

・ノート提出 

・実習への集合時間 

・ワークシート 

・実習の終了時間 

・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 

・飼料給与の正確性 

・ワークシート 

・定期考査 

 

 

３ 土壌と牧草                     
（１）単元の目標 
  ① 草食家畜における、基礎飼料となる牧草の生育土壌について興味・関心を高め､土壌の

物理性や化学性､効率的で栄養価の高い牧草を生産することを理解させる。 
  ② 牧草の種類や特性を理解させ、地域に適した草種や管理技術を身につけさせる。 
  ③ 主要な装置の造成、管理、利用に関する知識と技術を習得させ、軽種馬経営における放

牧の意義を理解させる。   
（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

土壌と牧草に興味・関
心をもち、それぞれの
課題の探究に意欲的
に取り組むとともに、
その課題を科学的に
捉えて合理的に解決
しようとする実践的
な態度を身に付けて
いる。 

牧草の生産、管理技
術、放牧に関する諸課
題の解決を目指して
思考を深め、基礎的な
知識と課題を適切に
判断するとともに、科
学的に捉えて合理的
に解決し表現する創
造的な能力を身に付
けている。 

牧草の生産、管理技
術、放牧に関する基礎
的・基本的な技術を身
に付け、軽種馬生産に
関するプロジェクト
を合理的に計画し、そ
の技術を適切に活用
している。 

土壌と牧草に関する
基礎的な知識を身に
付け、及びそれらの管
理技術が相互に関係
していることを理解
している。 

主な評価方法 

・ワークシート 

 

・ワークシート 

 

・実習レポート 

 

・ワークシート 

・定期考査 
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４ ロープワーク技術 

（１）単元の目標 

  ① ロープを使って適切な大きさのもくしづくりに関する基礎的，基本的な事項を理解し興

味と関心を持たせる。 

  ② 農業だけでなく様々な場面において活用できるロープの活用法について理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ロープワーク技術に

興味・関心をもち、そ

れぞれの課題の探究

に意欲的に取り組む

とともに、その課題を

科学的に捉えて合理

的に解決しようとす

る実践的な態度を身

に付けている。 

もくしづくり、ロープ

の活用に関する諸課

題の解決を目指して

思考を深め、基礎的な

知識と課題を適切に

判断するとともに、科

学的に捉えて合理的

に解決し表現する創

造的な能力を身に付

けている。 

もくしづくり、ロープ

ワークに関する基礎

的・基本的な技術を身

に付け、その技術を適

切に活用している。 

ロープワーク技術に

関する基礎的な知識

を身に付け、及びそれ

らの管理技術が相互

に関係していること

を理解している。 

主な評価方法 

・ワークシート 

 

・ワークシート ・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ ・作品提出 

・定期考査 
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生産科学科３年『馬利用学』 単元別評価規準 

 

【科目の目標】 

  乗用馬の飼養管理や調教を通して、興味・関心を高めるとともに、騎乗、馴致に必要な知識

と技術を身につけ、馬の特性や心理を理解し、新馬、乗馬療養に使用する馬の育成、管理能力

と態度を育てる。 

 

【科目の評価規準】 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

乗用馬の飼養管理や

調教について興味・関

心をもち、それぞれの

課題の探求に意欲的

に取り組むとともに、

その課題を科学的に

捉えて合理的に解決

しようとする実践的

な態度を身に付けて

いる。 

乗用馬の特性や心理

と環境の保全など乗

用馬を馴致し調教を

する環境に関する諸

課題の解決を目指し

て思考を深め、基礎的

な知識と課題を適切

に判断するとともに、

科学的に捉えて合理

的に解決し表現する

創造的な能力を身に

付けている。 

乗用馬の調教や馴致

に関わる乗用馬の騎

乗や飼養管理に関す

る基礎的・基本的な技

術を身に付け、馬利用

に関するプロジェク

トを合理的に計画し、

その技術を適切に活

用している。 

乗用馬の騎乗方法や

飼養管理に関する基

礎的な知識を身に付

け、乗用馬の調教、馴

致に必要な馬の特性、

心理の重要性を理解

している。また、日々

の馬との正しいコミ

ュニケーション方法

について理解してい

る。 

 

 

１ 乗用馬を活用した騎乗訓練 

（１）単元の目標 

  ① 馬を活用した馬術、競馬、乗馬療育について興味・関心を高め、馬の特性や心理を理解

するとともに実践的に学習することを理解させる。 

  ② 乗用馬を活用し、馬の騎乗・操作方法について理解させ、安全に乗馬ができる技術を身

につけさせる。 

  ③ 乗馬に必要な三種の歩度を騎乗中に実践し、自由自在に馬の誘導ができる技術を身につ

けさせる。  

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

乗用馬を活用した騎

乗 訓 練 に つ い て 興

味・関心をもち、馬の

特性や心理、騎乗・操

作方法について探究

しようとしている 

乗用馬を活用した騎

乗訓練に関する諸課

題の解決を目指して

思考を深め、基礎的な

知識と技術を基に合

理的に判断し、その過

程や結果を適切に表

現している。 

乗用馬を活用した騎

乗訓練に関する基礎

的な技術を身に付け、

騎乗訓練を合理的に

計画し、その技術を適

切に活用している。 

乗用馬を活用した騎

乗訓練に関する知識

を身につけ、馬の特性

や心理、騎乗・操作方

法を理解している。 

主な評価方法 

・ノート提出 ・ワークシート 

・曳き馬試験 

・経路走行試験 ・乗馬試験 

・定期考査 
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２ １歳馬の馴致と調教 

（１）単元の目標 

  ① 馬の習性、心理に関する基礎的な知識と技術を習得させ体験的に理解させる。 

  ② 馬の馴致、調教方法について興味・関心を高め、馴致、調教技術を体得させる。 

  ③ １歳馬の調教に必要な道具の使い方や名前を理解させ、正しい使用方法で馬の調教を行

う技術を体得させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

１歳馬の馴致と調教

について興味・関心を

持ち、１歳馬の調教に

必要な道具の使い方

について探求しよう

としている。 

１歳馬の馴致に関す

る諸課題の解決を目

指して思考を深め、基

礎的な知識と技術を

基に合理的に判断し、

その過程や結果を適

切に表現している。 

１歳馬の馴致におけ

る基礎的な技術を身

に付け、合理的に計画

し、その技術を適切に

表現している。 

馬の馴致に関する知

識を身につけ、馴致、

調教技術、道具の使用

方法と名前を理解し

ている。 

主な評価方法 

・ノート提出 

 

・ワークシート ・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 

・調教技術 

・ワークシート 

・定期考査 

 

 

３ ナチュラルホースマンシップを取り入れた調教方法 

（１）単元の目標 

  ① ナチュラルホースマンシップが馬に与える効果を理解し、安全で従順な療養用乗馬の育

成に対して興味と関心を持たせる。 

  ② 馬の行動学や心理学を理解させ、正しい馬と人とのコミュニケーション技術を体得させ

る。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ナチュラルホースマ

ンシップが馬に与え

る効果と特性につい

て興味関心をもち、生

理・生態的な特性と調

教方法について探求

しようとしている。 

ナチュラルホースマ

ンシップを取り入れ

た調教に関する諸課

題の解決を目指して

思考を深め、基礎的な

知識と技術を基に合

理的に判断し、その過

程や結果を適切に表

現している。 

ナチュラルホースマ

ンシップを取り入れ

た調教における基礎

的な技術の技術を身

につけ合理的に計画

し、その技術を適切に

表現している。 

ナチュラルホースマ

ンシップを取り入れ

た調教に関する知識

を身につけ、ナチュラ

ルホースマンシップ

が乗馬療育にもたら

す効果、コミュニケー

ション技術を理解し

ている。 

主な評価方法 

・ワークシート 

 

・ワークシート 

 

・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 

・調教技術 

・ワークシート 

・定期考査 
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４ 馬を活用したスポーツ 

（１）単元の目標 

  ① 馬を活用したスポーツに関する基礎的，基本的な種目とルールを理解し興味と関心を持

たせる。 

  ② 馬術と競馬について興味・関心を持ち、各競技の違いとルールについて理解させる。 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

馬を活用したスポー

ツについて興味・関心

をもち、基本的な種目

とルールについて探

求しようとしている。 

馬を活用したスポー

ツに関する諸課題の

解決を目指して思考

を深め、基礎的な知識

と技術を基に合理的

に判断し、その過程や

結果を適切に表現し

ている。 

馬を活用したスポー

ツに関する様々な資

料や情報を収集し、適

切に選択して活用し

ている。 

馬を活用したスポー

ツに関する知識を身

につけ、基本的な種目

とルールを理解して

いる。 

主な評価方法 

・ワークシート 

 

・ワークシート ・ワークシート 

・レポート 

・ワークシート 

・定期考査 

 

 

 

 

 

 


